
 

令和６年度事業報告 

１ 法人の概要 

〔主たる事務所の所在地〕 八戸市根城八丁目８番 39号 

〔名 称 及 び 代 表 者〕 社会福祉法人八戸市社会福祉事業団 理事長 原田 悦雄 

〔法 人 認 可 年 月 日〕 平成 10年 2月 17日 

〔法 人 登 記 年 月 日〕 平成 10年 2月 23日 

 

２ 実施事業の種類 

① 第一種社会福祉事業 

ア 障害児入所施設 うみねこ学園 

イ 障害者支援施設 いちい寮 

ウ 養護老人ホーム 長生園 

エ 児童養護施設 浩々学園 

オ 母子生活支援施設 小菊荘 

② 第二種社会福祉事業 

ア 老人居宅介護等事業（在宅サービス課） 

イ 障害福祉サービス事業（在宅サービス課、うみねこ学園、いちい寮） 

ウ 老人デイサービス事業（長生園） 

エ 特定相談支援事業（うみねこ学園、いちい寮） 

  オ 障害児相談支援事業（うみねこ学園、いちい寮） 

  カ 障害児通所支援事業（うみねこ塾） 

③ 公益事業 

ア 訪問入浴介護事業（在宅サービス課） 

  イ 居宅介護支援事業（在宅サービス課） 

  ウ 訪問入浴サービス事業（在宅サービス課） 

  エ 日中一時支援事業（いちい寮） 

 

３ 役員の状況（令和７年３月 31日現在） 

 ⑴ 定款上の定数 

  ① 理 事   ６名 

  ② 監 事   ２名 

 ⑵ 役員名簿 

役 職 氏  名 職 

理 事 長 原 田 悦 雄 社会福祉法人八戸市社会福祉事業団理事長 

専 務 理 事 間   英 昭 社会福祉法人八戸市社会福祉事業団専務理事 

理 事 伊 藤 博 章 社会福祉法人八戸市社会福祉協議会会長 

理 事 早 川 あゆみ 八戸学院大学短期大学部介護福祉学科学科長補佐・教授 

理   事 浮 木   隆 元社会福祉法人親泉会常務理事 

理 事 山 村 由希子 社会福祉法人八戸市社会福祉事業団在宅サービス課課長 

監 事 舘   康 寿 社会福祉法人愛育福祉会事務局長 

監 事 伊 藤 和 雄 総務省行政相談委員 

 

４ 理事会の開催状況 

 ⑴ 第 124回理事会（令和６年４月１日） 



 

審   議   案   件 

第１号議案 

第２号議案 

第３号議案 

八戸市社会福祉事業団専務理事の選定について 

八戸市社会福祉事業団事務局長の選任について 

八戸市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会委員の選任について 

 

⑵ 第 125回理事会（令和６年６月５日） 

審   議   案   件 

第１号議案 

第２号議案 

第３号議案 

第４号議案 

第５号議案 

第６号議案 

令和６年度第１次補正予算について 

令和５年度事業報告の承認について 

令和５年度決算の承認について 

定時(第 77回)評議員会の開催ついて 

八戸市社会福祉事業団評議員候補者の推薦について 

八戸市社会福祉事業団評議員選任・解任委員会の開催について 

 

⑶ 第 126回理事会（令和６年７月１日 決議があったものとみなされた日） 

審   議   案   件 

第１号議案 

第２号議案 

児童養護施設浩々学園運営規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団就業規則の一部改正について 

 

⑷ 第 127回理事会（令和６年 11月 14日） 

審   議   案   件 

第１号議案 

第２号議案 

令和６年度第２次補正予算について 

うみねこ学園における給食業務委託業者の選定等に係る事務手続きについて 

 

⑸ 第 128回理事会（令和６年 12月 26日 決議があったものとみなされた日） 

審   議   案   件 

第１号議案 

第２号議案 

八戸市社会福祉事業団理事候補者の選定について 

第 78回評議員会の開催について 

 

⑹ 第 129回理事会（令和７年３月 13日） 

審   議   案   件 

第１号議案 

第２号議案 

 

第３号議案 

第４号議案 

第５号議案 

第６号議案 

第７号議案 

第８号議案 

第９号議案 

第 10号議案 

第 11号議案 

第 12号議案 

第 13号議案 

第 14号議案 

令和６年度第３次補正予算について 

八戸市社会福祉事業団役員等の報酬等並びに費用に関する規程細則の一部 

改正について 

障害者支援施設いちい寮運営規程の一部改正について 

放課後等デイサービスセンターうみねこ塾運営規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団組織規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団就業規則の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団キャリアパス規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団給与規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団準職員及び臨時職員就業規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団職員の処遇改善に関する規程の一部改正について 

八戸市社会福祉事業団育児・介護休業等に関する規程の一部改正について 

役員賠償責任保険の契約内容について 

令和７年度事業計画について 

令和７年度当初予算について 



 

第 15号議案 施設長の選任について 

 

５ 評議員の状況（令和７年３月 31日現在） 

⑴ 定款上の定数  ８名 

⑵ 評議員名簿   

氏  名 職 

間 山 路 代 社会福祉法人八戸市社会福祉協議会事務局長 

古 戸 良 一 八戸市老人クラブ連合会顧問 

田 村 正次郎 いちい寮親の会理事 

赤 石 和 枝 元八戸市立根城小学校校長 

新井山 雅 行 根城地区社会福祉協議会顧問 

下 舘   敏 元是川地区社会福祉協議会会長 

榊   敏 男 鮫地区社会福祉協議会会長 

鬼 柳   裕 元社会福祉法人八戸市社会福祉事業団専務理事 

 

６ 評議員会の開催状況 

⑴ 定時（第 77回）評議員会（令和６年６月 22日） 

審   議   案   件 

第１号議案 令和５年度決算の承認について 

 

⑵ 第 78回評議員会（令和７年１月 17日 決議があったものとみなされた日） 

審   議   案   件 

第１号議案 八戸市社会福祉事業団理事の選任について 

 

７ 監事の監査状況 

監査年月日 監事氏名 監査における指示指摘事項 

令和６年５月 24日 
舘   康 寿 

伊 藤 和 雄 
特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８ 職員配置（令和７年３月 31日現在） 
施設 

 

職種 
管理課 

在宅 

ｻｰﾋﾞｽ課 

うみねこ 

学園 

うみねこ

塾 
いちい寮 長生園 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 浩々学園 小菊荘 合計 

事 務 局 長 

専務理事

兼務 

〔1〕 
     

 
  

 

〔01〕 

課 長 
1 

 

 

〔1〕 
    

 
  

01 

〔 1〕 

園 長・塾 長 

寮 長・所 長 
  

 

〔1〕 
いちい寮

寮長兼務 
1 
  

 

〔1〕 

長生園 

園長兼務 

1 

 

1 

 

03 

〔 2〕 

事 務 員 
2 

<1> 
 

 

<1> 

 

 

 

<1> 

 

 

  

 

 

 

02 

< 3> 

児 童 指 導 員 
(夜間専門員/学習

指導員/事務員兼務

含む） 

  

9 

 

<5> 

3 

 

<2> 

  

 10 

〔4〕 

<2> 

3 

〔1〕 

<2> 

25 

〔 5〕 

<11> 

保 育 士 
（事務員兼務含む) 

  
10 

<3> 

1 

 
  

 3 

 
 

14 

< 3> 

生 活 支 援 員 
（事務員兼務含む) 

    
27 

<16> 
 

 
  

27 

<16> 

支 援 員      

6 

〔2〕 

<3> 

 

  

06 

〔 2〕 

< 3> 

介 護 員       
1 

<2> 
  

01 

< 2> 

生 活 相 談 員 
（事務員兼務含む) 

     
2 

 

 
  

02 

 

生 活 相 談 員 

兼 支 援 員 
     

1 

 

 
  

01 

 

生活相談員 

兼介護員 
      

1 

<2> 
  

01 

<02> 

訪 問 介 護 員 
(事務員兼務含む) 

 
7 

<10> 
    

 
  

07 

<10> 

介護支援専門員  
4 

 
    

 
  

04 

 

心 理 指 導 員   
 

〔1〕 
   

 
  

 

〔 1〕 

栄 養 士   
1 

 
 

1 

 

1 

 

 1 

 
 

04 

 

看 護 師   
1 

 
 

1 

 

1 

 

2 1 

 
 

06 

 

用 務 員   
 

 
 

 

<4> 
 

  

<1> 

 

<2> 

 

< 7> 

合  計 

3 

〔1〕 

<1> 

11 

〔 1〕 

<10> 

21 

〔 2〕 

< 9> 

04 

 

< 2> 

30 

 

<21> 

11 

〔 3〕 

< 3> 

4 

 

< 4> 

16 

〔 4〕 

< 3> 

04 

〔 1〕 

< 4> 

104 

〔 12〕 

< 57> 

 ※〔 〕内の数字は嘱託職員の人数 

※ < > 内の数字は準職員・臨時職員及び登録ヘルパーの人数 

 

 



 

事務局管理課 

 

【６年度の重点目標・新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

 地域住民を対象に、介護・福

祉サービス等に関する学習会

等を開催し、高齢者や障がい

者・障がい児の安心安全な暮ら

しにつながる情報提供及び地

域の福祉力向上に向けた取組

を推進する。 

 民生委員等の会議及び研修会へ職員を派遣し、障がいに関する

情報提供及び措置施設の紹介を行った。 

また、委員が求める情報が提供できるよう、民生委員・児童委

員協議会事務局の八戸市社会福祉協議会担当者と事前確認を行う

など連携を図った。 

日 時 
11月 11日 

15:00～15：30 

3月 4日 

14:00～14:20 

場 所 根城公民館 総合福祉会館 

内 容 
「障がい特性と 

災害時の配慮」 
「養護老人ホームとは」 

参加者 民生・児童委員 29名 民生委員会長 25名 
 

 職員交換研修について、他分 

野・多職種連携の推進に重点を 

置いた内容に見直し、法人内の 

協力体制の強化を図る。 

 職員交換研修の見直しにあたり、正職員を対象にアンケートを

実施した。 

これまで同様の研修内容による継続を希望する職員が多かった

が、様々な意見が得られたことから、より効果的な研修にするた

め、令和７年度に総括主任を中心に協議することとした。 

 職員の能力を最大限引き出 

すため、チェックシートを活用 

した OJTの範囲を全職員に広 

げ、人材育成を図る。 

新採用職員及び入職３年未満の初任者に限定していた OJT チェ

ックシートによる業務の習得及び遂行状況の自己評価を、管理職

を除く全職員に拡大した。 

自己評価を行うことにより、自身の強みと弱みを客観的に把握

するとともに、面談において、一次評価者が強みをさらに伸ばす

ための具体的な指導・助言を行うなど育成の強化を図った。 

 

１ 業務内容 

⑴ 本部運営に関する業務 

① 事業計画の策定及び予算・決算に関すること 

② 理事会、監査会及び評議員会の開催及び定款、規程等の制定改廃に関すること 

 ⑵ 事務局管理課業務 

① 施設長会議の開催及び運営に関すること 

② 職員の研修及び福利厚生に関すること 

③ 自己評価に関すること 

④ その他事業団の庶務（職員の人事・給与等に関する事務及び関係機関・団体・施設間との連 

 絡調整）に関すること 

 

２ 施設(課)長等連絡会議 

理事長、専務理事及び各施設(課)長との連絡会議を毎月開催し、法人全体に係わる事項や各施

設(課)の日常的な利用者の状況及び運営上の課題等を出し合い、情報共有を図った。 

内   容 開 催 日 

新年度会議 4/1 

定例会議（12回） 
4/25、5/27、6/25、7/24、8/27、9/25、10/25、11/25、 

12/25、1/28、2/25、3/25 



 

３ 総括主任会議 

   総括主任による会議を随時開催し、全施設で共通する業務に関する課題について、意見交換及

び情報共有を行った。 

開催日 7/11、12/19、3/5 

 

４ 自己評価 

   各施設(課)が自らの実態を把握し、改善すべき課題を明確にすることにより、サービス及び施

設運営の質の更なる向上を図ることを目的として、全施設(課)において自己評価を実施した。自

己評価結果から得られた課題に対する改善策については、令和７年度の事業計画に反映させた。 

   また、各施設(課)において、前年度の自己評価結果から得られた課題に取り組み、その経過を

令和６年度実践研修報告会において、法人全体で共有した。 

 

５ スキルアップ支援事業 

   職員の資格取得及び自己啓発活動を支援するため、スキルアップ支援事業を実施した。 

令和６年度実績 

精神保健福祉士   １名 

介護福祉士     １名 

 

 

 

在宅サービス課〔居宅介護等事業〕 

 

〔所 在 地〕 

〔事業開始年月日〕 

八戸市根城八丁目 8番 155号 

平成 12年 04月 1日 指定訪問介護等事業 

平成 19年 04月 1日 指定介護予防訪問介護事業 

平成 28年 10月 1日 八戸市介護予防・日常生活支援総合事業 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 利用者が可能な限りその居宅においてその有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことが

出来るよう利用者の選択に基づき、多様なサービスを総合的に提供する。 

⑵ 利用者の意思や人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスを提供する。 

 

【６年度の重点目標・新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

令和 6 年 4 月の介護保険及び障害福祉サ

ービスの制度改正に適切に対応し、変更とな

る内容を習熟すると共に、利用者に十分な説

明ができるよう情報共有を行う。 

 報酬改定などの改正内容について、管理者を中心に

情報を収集し、会議等において共有を図った。利用者

に対しては、改正内容を盛り込んだ重要事項説明書を

用いて分かりやすい説明に努めた。 

訪問介護事業は、全ての職員が利用者の生

活環境や心身の状態に応じた適切な介護サ

ービスを提供できるよう、内外部の研修参加

及びケース会議の回数を増やし、知識や技術

を習得して、サービスの均質化に努める。 

 全職員が内部研修に参加し、疾患の特性や利用者の

権利擁護等の知識を深めることができた。毎月 1～2

回、ケース会議を行い、利用者の状態変化等の共有と

介護保険サービスで出来る範囲を再確認し、過度なサ

ービスにならないようにすることでサービスの均質

化につながった。 



 

訪問入浴介護事業は、職員が同じレベルで

サービスを提供できるよう、研修に取り組む

とともに検討会議の回数を増やし、意見や提

案など話し合える環境作りに努め、チーム力

の向上を目指す。 

内部研修では援助に必要な知識を習得し、実技研修

を実施することで利用者への配慮についても職員間

で気付いたことを共有することができ、検討する機会

が増え、チーム内でのコミュニケーションが活発にな

った。 

 居宅介護支援事業は、ヤングケアラーや難

病、生活困窮等の様々なケースに対応できる

よう、多くの研修に参加し、ケアマネジメン

トの質の向上を目指す。 

 各ケアマネが、積極的に様々な研修や事例検討会に

参加し情報収集や知識を習得し、高齢者支援センター

や病院との連携が積極的に図れるようになった。また

それを困難ケース等日々の業務で活かし、さらに事業

所内で情報共有し、マネジメントの質の向上を図るこ

とができた。 

 

２ サービス内容 

⑴ 身体介護 

    食事介助、排泄介助、更衣介助、入浴介助、身体清拭、洗髪、外出介助等 

⑵ 生活援助 

調理、衣類の洗濯及び補修、住居等掃除及び整理整頓、生活必需品の買い物、自立生活支援 

の見守り的援助、関係機関及び役所等への連絡等 

⑶ 生活等に関する相談、助言等 

 ⑷ その他 

市町村、ケアマネージャー、医療及び福祉等の関係機関と連携し、利用者のニーズに沿った 

より良いサービスの提供に努めた。 

 

３ 安全管理 

 ⑴ 事故・災害等が発生した場合は、速やかに緊急連絡先へ連絡する等の必要な措置を講じた。 

 ⑵ 食中毒、ノロウイルス、インフルエンザ等の感染症予防について研修を行った。 

 ⑶ 感染症及び自然災害に関する事業継続計画(BCP)について、理解を深めるための研修を実施し

た。 

   また、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況を定期的に確認し、補充を行った。 

 ⑷ 全職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行い、また、その記録を安

全運転管理者に報告するなど、事故防止に努めた。 

 

４ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に準じて、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置し、 

利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制を整備した。 

⑵ 虐待防止及び身体的拘束等の適正化を図るため、虐待防止委員会を定期に、身体的拘束等適正 

化委員会を適宜開催した。また、虐待防止及び身体的拘束等の適正化のための研修を実施した。 

 

      令和６年度 苦情受付数  ０件 

 

５ サービス評価 

   自己評価を実施し、自らのサービス水準を把握するとともに、改善すべき課題を明確にしてサ

ービスの向上に努めた。 

   また、サービス提供責任者が、３ヶ月に１回以上利用者のモニタリングを実施し、サービス内

容の評価を行い、質の向上を図った。 

 



 

６ 利用者負担の軽減 

   低所得者等に対する訪問介護（介護予防・日常生活支援総合事業を含む）に係る利用者負担額

の軽減を実施した。 

対 象 者 延べ 10名   

軽 減 額  2,947 円   

    

７ 実習生の受け入れ 

所 属 等 実 習 内 容 期  間 人数 

八戸学院大学短期大学部 訪問介護 8月 27日～8月 28日 1 

 

８ 業務体制 

合計 課長 

管理者兼 

サービス 

提供責任者 

サービス 

提供責任者 

訪問介護員 

事務員 
正職員 臨時職員 

14 （1） 1 2 2 7 ［1］ 

  ※（ ）は嘱託、［ ］は兼務 

 

９ 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

    月 

事業 

4

月 

5

月 

6 

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

人数 

合計 

年間 

訪問時間 

訪問介護 34 34 36 40 41 41 41 38 39 38 38 39 459 4,396.5 

介護予防・

日常生活支

援総合事業 

10 11 11 13 14 13 14 16 16 16 14 13 161 816.5 

 

在宅サービス課〔訪問入浴介護事業〕 

  

〔事業開始年月日〕 平成 12年 4月 1日 指定訪問入浴介護事業 

平成 18年 10月 1日 八戸市地域生活支援事業(訪問入浴サービス事業） 

平成 19年 4月 1日 介護予防訪問入浴介護事業 

   

１ 事業運営の基本方針 

   要介護認定を受けた要介護者、介護予防要支援者に対し、訪問入浴サービスを提供することに

より、利用者の身体の清潔の保持、心身機能の維持及び家族の介護負担軽減を図る。 

 

２ サービス内容 

⑴ 訪問入浴 

利用者に浴槽を提供し、入浴前後の健康チェック、入浴準備、衣服の着脱、洗髪、入浴介助 

を行った。 

⑵ 清拭又は部分浴 

心身の状況等の理由により全身入浴が困難な場合は、利用者の希望により清拭又は部分浴を



 

行った。 

 

３ 安全管理 

 ⑴ 入浴車輛の日常点検及び定期点検を実施することにより、不良個所の早期発見及び適切な修繕

等を行い、安全管理に努めた。 

 ⑵ 感染症予防マニュアルに基づき、衛生管理を行った。 

 ⑶ インフルエンザ等の感染症予防について研修を行った。 

 ⑷ 事故・災害等が発生した場合は、速やかに緊急連絡先へ連絡する等の必要な措置を講じた。 

 ⑸ 感染症及び自然災害に関する事業継続計画(BCP)について、理解を深めるための研修を実施し

た。また、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況を定期的に確認し、補充を行った。 

 ⑹ 全職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行い、また、その記録を安全

運転管理者に報告するなど、事故防止に努めた。 

 

４ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に準じて、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置し、 

利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制を整備した。 

⑵ 虐待防止及び身体的拘束等の適正化を図るため、虐待防止委員会を定期に、身体的拘束等適正

化委員会を適宜開催した。また、虐待防止及び身体的拘束等の適正化のための研修を実施した。 

 

       令和６年度 苦情受付数  ０件 

 

５ サービス評価 

自己評価を実施し、自らのサービス水準を把握するとともに、改善すべき課題を明確にしてサ

ービスの向上に努めた。 

また、サービス提供責任者が、３ヶ月に１回以上利用者のモニタリングを実施し、サービス内

容の評価を行い、質の向上を図った。 

 

６ 業務体制 

合計 課長 

管理者兼 

サービス 

提供責任者 

訪問介護員 

事務員 
正職員 臨時職員 

9 （1） 1 1［2］ 3 ［1］ 

※（ ）は嘱託、［ ］は兼務 

 

７ 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

人数 

合計 

年間 

利用回数 

訪問入浴 23 22 21 20 20 21 25 25 26 28 26 26 283 1,440 

 

在宅サービス課〔居宅介護支援事業〕 

 

〔事業開始年月日〕 平成 12年 4月 1日 指定居宅介護支援事業 

   



 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 介護を必要とされる方が、自宅で適切にサービスを利用できるよう介護支援専門員が心身の状

況、生活環境、本人や家族の希望に沿って、居宅サービス計画（ケアプラン）及び介護予防サー

ビス支援計画を作成し、その計画に基づいてサービスが提供されるよう事業者及び関係機関との

連絡調整を行う。 

⑵ 市町村、サービス事業者及び関係機関と連携を図るとともに、提供されるサービスが特定の事

業者等に不当に偏することがないよう、公正中立に配慮する。 

⑶ 介護認定調査は、心身の状況や生活環境等の把握に努め、全国一律の基準を用い実施する。 

 

２ 業務内容 

 ⑴ 居宅サービス計画（ケアプラン）の作成 

 ⑵ 介護予防サービス支援計画の作成 

 ⑶ 他事業者及び関係機関との連絡調整 

 ⑷ 要介護認定調査 

 ⑸ 要介護認定の申請手続き及び更新認定の申請手続き 

 ⑹ サービスの利用相談及び情報提供 

 ⑺ ICT機器を活用した職員間の情報共有 

 

３ 安全管理 

 ⑴ 事故・災害等が発生した場合は、速やかに緊急連絡先へ連絡する等の必要な措置を講じた。 

 ⑵ 利用者間の感染症の媒体とならないよう、衛生管理に努めた。 

 ⑶ 個人情報については、法令に基づき、利用者や家族に対して利用目的を明確にした上で同意を

得、使用に当たっては細心の注意を払い必要最小限の範囲で使用した。 

 ⑷ 感染症及び非常災害に関する事業継続計画(BCP)について、理解を深めるための研修を実施し

た。また、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況を定期的に確認し、補充を行った。 

 ⑸ 全職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行い、また、その記録を安全

運転管理者に報告するなど、事故防止に努めた。 

 

４ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴  施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に準じて、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置し、 

利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制を整備した。 

⑵  虐待防止及び身体的拘束等の適正化を図るため、虐待防止委員会を定期に、身体的拘束等適 

正化委員会を適宜開催した。また、虐待防止及び身体的拘束等の適正化のための研修を実施した。 

 

      令和６年度 苦情受付数  ０件 

 

５ サービス評価 

   自己評価を実施し、自らのサービス水準を把握するとともに、改善すべき課題を明確にしてサ

ービスの向上に努めた。 

   また、ケアマネージャーが、毎月利用者を訪問してモニタリングを実施し、サービスの評価を

行い、質の向上を図った。 

 

６ 実習生の受け入れ    

実 習 内 容 期   間 人数 

青森県介護支援専門員実務研修 2月 5・6・7日 1 

 



 

７ 業務体制 

合 計 課長 
管理者兼 

介護支援専門員 
介護支援専門員 

5 （1） 1 3 

  ※（ ）は嘱託 

 

８ 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

   月 

事業 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
人数合計  

介護保険 92 98 97 101 98 99 100 96 95 95 93 95  1,159 

予防ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 30 27 27 27 28 28 29 30 29 29 31 29    344 

認定調査 7 4 3 8 9 8 10 10 9 8 8 9     93 

 

在宅サービス課〔障害福祉サービス事業〕 

 

〔事業開始年月日〕 平成 15年 4月 1日 障害福祉サービス事業（居宅介護） 

平成 24年 4月 1日 障害福祉サービス事業（同行援護） 

   

１ 事業運営の基本方針 

八戸市より支給決定を受けた障害者と難病患者等に対し、障害者総合支援法の趣旨に従い、 

  利用者が居宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう生活全般にわた

る援助を行うとともに、家族の介護負担の軽減を図る。 

 

２ サービス内容 

⑴ 身体介護 

食事介助、排泄介助、更衣介助、入浴介助、身体清拭、洗髪、通院介助等 

⑵ 家事援助 

調理、衣類洗濯及び補修、住居等掃除及び整理整頓、生活必需品の買い物、関係機関及び役 

所等への連絡等 

⑶ 同行援護 

移動時、外出先での視覚的情報の支援、排泄介助、食事介助等 

⑷ 生活等に関する相談、助言等 

⑸ その他 

    市町村、相談支援専門員、医療及び福祉等の関係機関と連携し、利用者のニーズに沿ったよ

り良いサービスの提供に努めた。 

 

３ 安全管理 

 ⑴ 事故・災害等が発生した場合は、速やかに緊急連絡先へ連絡する等の必要な措置を講じた。 

 ⑵ 食中毒、ノロウイルス、インフルエンザ等の感染症予防について研修を行った。 

 ⑶ 感染症や非常災害が発生した場合でも、利用者に対して必要な介護サービスが安定的・持続的

に提供できるよう事業継続計画(BCP)について、職員に周知を図った。 

 ⑷ 全職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行い、また、その記録を安全

運転管理者に報告するなど、事故防止に努めた。 

 



 

４ 苦情への対応及び虐待防止 

  ⑴ 施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に準じて、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置し、 

利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制を整備した。 

⑵ 虐待防止及び身体的拘束等の適正化を図るため、虐待防止委員会を定期に、身体的拘束等適正 

化委員会を適宜開催した。また、虐待防止及び身体的拘束等の適正化のための研修を実施した。 

 

   令和６年度 苦情受付数  ０件 

 

５ サービス評価 

   自己評価を実施し、自らのサービス水準を把握するとともに、改善すべき課題を明確にしてサ

ービスの向上に努めた。 

   また、サービス提供責任者が、３ヶ月に１回以上利用者のモニタリングを実施し、サービス内

容の評価を行い、質の向上を図った。 

 

６ 業務体制 

合計 

 

課長 

管理者兼 

サービス 

提供責任者 

サービス 

提供責任者 

訪問介護員 
事務員 

正職員 臨時職員 

14 （1） ［1］ ［2］ ［2］ ［7］ ［1］ 

  ※（ ）は嘱託、[ ]は兼務 

 

７ 利用者の状況<令和 7年 3月 31日現在> 

   月 

事業 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

人数

合計 

年間 

訪問時間 

居宅介護 10 10 11 9 11 12 12 14 11 12 13 13 138 1,593 

同行援護 6 7 6 7 8 7 6 6 7 5 6 7 78 646 

 

在宅サービス課〔訪問入浴サービス事業〕（八戸市地域生活支援事業） 

 

〔事業開始年月日〕 平成 12年  4月 1日 八戸市訪問入浴サービス事業 

平成 18年 10月 1日 八戸市地域生活支援事業 

平成 19年  4月 1日 訪問入浴サービス事業 

   

１ 事業運営の基本方針 

八戸市地域生活支援事業として、歩行が困難で移送に耐えられない等の事情がある障害者

(児)に対し、訪問入浴サービスを提供する。 

 

２ サービス内容 

⑴ 訪問入浴 

利用者に浴槽を提供し、入浴前後の健康チェック、入浴準備、衣服の着脱、洗髪、入浴介助 

を行った。 

⑵ 清拭又は部分浴 

心身の状況等の理由により全身入浴が困難な場合は、利用者の希望により清拭又は部分浴を

行った。 



 

３ 安全管理 

 ⑴ 入浴車輛の日常点検及び定期点検を実施することにより、不良個所の早期発見及び適切な修繕

等を行い、安全管理に努めた。 

 ⑵ 感染症予防マニュアルに基づき、衛生管理を行った。 

⑶ インフルエンザ等の感染症予防について研修を行った。 

⑷ 事故・災害等が発生した場合は、速やかに緊急連絡先へ連絡する等の必要な措置を講じた。 

⑸ 感染症や非常災害が発生した場合でも、利用者に対して必要な介護サービスが安定的・持続的 

 に提供できるよう事業継続計画（BCP）について、職員に周知を図った。  

⑹ 全職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行い、また、その記録を安全 

 運転管理者に報告するなど、事故防止に努めた。 

  

４ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴  施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に準じて、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置し、 

利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制を整備した。 

⑵  虐待防止及び身体的拘束等の適正化を図るため、虐待防止委員会を定期に、身体的拘束等適正 

 化委員会を適宜開催した。また、虐待防止及び身体的拘束等の適正化のための研修を実施した。 

 

      令和６年度 苦情受付数  ０件 

 

５ サービス評価 

   自己評価を実施し、自らのサービス水準を把握するとともに、改善すべき課題を明確にしてサ

ービスの向上に努めた。 

また、サービス提供責任者が、３ヶ月に１回以上利用者のモニタリングを実施し、サービス内

容の評価を行い、質の向上を図った。 

 

６ 業務体制 

合計 

 

課長 

管理者兼 

サービス 

提供責任者 

訪問介護員 
事務員 

正職員 臨時職員 

9 （1） ［1］ ［3］ ［3］ ［1］ 

  ※（ ）は嘱託、[ ]は兼務 

 

７ 利用者の状況<令和７年 3月 31日現在> 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

人数 

合計 

年間 

利用回数 

人数 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48 430 

  

う み ね こ 学 園 

 

〔施 設 の 種 類〕  障害児入所施設 

〔定      員〕  40人 

〔所 在 地〕  八戸市大字鮫町字小舟渡平 9番地 50 

〔建 設 年 月 日〕  令和 2年 3月 31日（移転新築） 

〔事業開始年月日〕   平成 20年 4月 1日（八戸市からの施設譲与による） 

〔施 設 の 概 要〕    敷  地 8,013.47㎡ 



 

建  物 木造平家建 

延床面積 1,694.05㎡ 

            付属建物 消火ポンプ室ほか 21.25㎡ 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴  小規模グループケアを実施することで、利用者の意思及び人格をより尊重するとともに、障 

害の特性等を踏まえた療育や心理的ケアを行うことによって、きめ細やかな支援を提供する。 

⑵  自立生活訓練室を活用した自立生活体験をすることによって、特別支援学校卒業後に安定し 

た職業生活を送ることができるような支援を提供する。 

⑶  八戸第二養護学校・八戸高等支援学校及び鮫地区との結びつきを重視した施設運営を行い、 

共生社会の実現に向けて地域住民との交流を深める。 

 

【令和６年度重点目標及び新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

児童が、性について正しく理解し、

適切な行動がとれるよう学習の場を設

けるとともに、職員が、児童の特性及

び発達段階に応じた指導方法等を習得

するため、外部講師による研修会を開

催する。 

 

職員を対象とした外部講師による研修会では、児童

個々のニーズに合わせて、自己理解、危険回避、異性理解

及びコミュニケーションについて具体的な場面を想定し

た学習を行い、理解を深めた。また、児童対象の学習会に

おいては、児童らが自己肯定感を高めつつも性的な危険

性から身を守るための知識やスキルを身に付けることの

大切さを伝え指導した。 

児童の卒業後を見据え、希望する

地域生活への移行に必要な情報を、

適宜、児童・保護者に提供できるよ

う、職員間における情報共有及びサ

ービス利用に関する知識の共有を図

る。 

 高等支援学校卒業後に進む道は、就職、社会福祉施設

等への入所・通所が主な選択肢となる。地域移行の際に

不可欠である学校や支援機関との連携、情報収集、そし

て本人の意思表示のサポート等に取り組んだ。また、地

域社会への理解不足等の課題に対応し、安心して自分ら

しい暮らしを実現することができるように、卒業後のサ

ポート体制を整備した。 

児童一人ひとりの特性に合わせた

より適切かつ健全な支援を行うた

め、ケース検討会議や虐待防止研修

を定期的に開催し、支援の質の向上

を図る。 

 

 児童の状況把握、課題の整理及び支援方針の決定を目

的としたケース検討会議を開催し、関係者間の情報共

有、意見交換、役割分担を通して児童の個々のニーズに

合わせた適切でより良い支援ができるよう質の向上を図

った。また、虐待防止研修を通じて理解を深めるととも

に、実際のケーススタディを元に、具体的な対応スキル

の習得に努めた。 

 

２ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 苦情への対応 

施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置

するとともに第三者委員を選任し、入所児童及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応する

ための体制を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、入所児童等に周知を図っ

た。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

令和６年度苦情受付数 0件 

 



 

⑵ 虐待防止 

うみねこ学園虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受付担当者を設

置するとともに、第三者委員を選任し、虐待防止のための体制を整備した。また、入所児童の

心身の安全と人権の保護に努めるとともに、権利擁護に対する意識を高めるため、職員研修を

実施した。 

 

令和６年度虐待受付数 ０件 

 

３ 施設サービス評価 

⑴ 個人として尊重し、常に児童本位で対応するため、施設が行うサービスについて自己評価を行 

い、改善すべき課題を明確にした。 

⑵ 毎月、福祉オンブズマンの活動を通して、児童の意見を聴取するとともに、児童の権利擁護の 

視点から評価を受け、サービスの質の向上を図った。 

 

４ 安全管理 

⑴  防災設備等を定期的に点検するとともに、消防署等の指導のもと、防災訓練を実施した。地 

区消防団へは、万が一火災が発生した時の協力を依頼した。 

⑵  自然災害及び感染症に関する事業継続計画（BCP）について、職員の理解を深めるための研修

会を行った。また、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況を随時確認し、補充を行った。 

⑶  警察署等の指導のもと不審者対応訓練を実施し、防犯意識の向上に努めた。 

⑷  安全計画を策定し、園内の設備点検やマニュアルの見直しを定期的に行い、児童の安全確保

に努めた。また、避難訓練や不審者対応訓練、各校との引渡し訓練を行うなど、実践的な訓練

を実施するとともに、ヒヤリハットや事故報告をもとに事例検討を行った。 

 

   ５ 地域貢献・地域との交流等 

⑴  ボランティアの受入れ 

   ボランティア受入れマニュアルに基づき、担当者を配置するなど受入れ体制を整えたが、

ボランティアについての問い合わせはなかった。 

 

⑵ 実習生の受入れ 

実習生所属機関名 実習内容 期  間 人数 

八戸市立高等看護学院 看護師 4月 24日 ～ 10月 11日 延 26 

八戸学院大学短期大学部 見学 5月 29日 ～ 11月 14日 延 74 

弘前学院大学 ソーシャルワーク実習 8月 19日 ～  9月 24日 1 

仙台こども専門学校 保育士 9月 30日 ～ 10月 11日 1 

八戸学院大学短期大学部 保育士 1月 20日 ～  1月 30日 2 

仙台こども専門学校 保育士 2月 3日  ～  2月 14日 1 

八戸看護専門学校 見学 2月 4日 27 

八戸学院大学短期大学部 保育士 2月 10日 ～  2月 20日 2 

八戸学院大学 ソーシャルワーク実習 2月 25日 ～  3月 6日 1 

八戸学院大学短期大学部 保育士 2月 25日 ～  3月 7日 1 

合 計  延 136 

 

⑶  地域との交流・連携等 

月 日 行   事   名 場  所 



 

4 21 蕪島まつり 蕪島 

7 28 さめ浜まつり 蕪島 

 

６ 年間行事の実施状況 

月 日 行   事   名 場  所 

12  11 クリスマス会 園内 

 2  14 卒業・進級を祝う会 園内 

※ 毎月１回行ったもの  

誕生会、避難訓練、職員会議、業務会議、給食会議、主任会議 

 

７ 寄附の状況 

寄附申込者 寄附目的・品名 金 額 受領年月日 

匿名 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾚﾋﾞ 1台（中古品） ― 令和 6年 8月 23日 

一般社団法人 親切会東北支部 
掃除機 2台 

ｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝﾄｰｽﾀｰ 3台 
― 令和 7年 3月 17日 

 

８ 業務体制（定員 40人） 

○人員に関する配置基準（指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営に関する基準第 4条） 

基
準
合
計 

施 
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長 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者 

児
童
指
導
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保 
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士 

栄 

養 

士 

嘱 

託 

医 

 

職
業
指
導
員 

心
理
指
導
担
当
職
員 

22 1 1 16 1 1  1 1 

※ 職業指導員及び心理指導担当職員については、職業指導及び心理指導を行う場合に配置 

 

○職員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※( )は嘱託  
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師 

栄 

養 
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嘱 

託 

医 

33 （1） 1 24 1 （1） 1 1 2 (1) 



 

９ 入所者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

⑴ 学年別状況 

 

 

 

 

 

 

※（ ）は措置入所の数 

※卒園児童 8人、3月入所児童 3人 

 

⑵ 障害程度別状況                          

区分 最重度・重度 中度・軽度 計 

男 7 18 25 

女 1 4 5 

計 8 22 30 

 

⑶ 月初日別入所状況                                  

 

 

うみねこ学園〔短期入所事業〕 

 

〔定  員〕  2人 

〔事業開始年月日〕  平成 20年 4月 1日 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴  居宅において養育を行う者の疾病その他の理由により、施設への短期間（原則月 7日間）の

入所を必要とする障害児等に対し、入浴、排泄、食事等といった日常生活上の支援を提供す

る。 

⑵ 利用者の意思や人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努める。 

 

２ 健康管理 

うみねこ学園に準じて健康管理を行った。 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

区分 未就学児 小学生 中学生 高等生 入所者合計 

男 0 (0) 3 (3) 8 (3)  14 (5) 25 (11) 

女 0 (0) 1 (1) 1 (1)  3 (1) 5 (3) 

計 0 (0) 4 (4) 9 (4) 17 (6) 30 (14) 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

措置 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

契約 18 25 25 25 25 25 24 25 25 24 24 23 

合計 30 37 37 37 37 37 36 37 37 36 36 35 



 

⑴ 苦情への対応 

 うみねこ学園同様に、施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び 

苦情受付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、利用者及び家族等からの苦情に迅 

速かつ適切に対応するための体制を整備した。 

 

⑵ 虐待防止 

   うみねこ学園同様に、うみねこ学園虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐 

  待防止受付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、利用者の人権を保護するための 

体制を整備した。 

 

      令和 6年度苦情・虐待受付数 0件 

 

４ 施設サービス評価 

   利用者を個人として尊重し、常に利用者本位で対応するため、施設が行うサービスを自己評価

し、改善すべき課題を明確にして、今後のサービスの質の向上を図った。 

 

５ 業務体制 

   うみねこ学園と共通のため省略 

 

６  利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

利用契約者数       34名（男子 25名 女子   9名） 

   令和 6年度新規契約者数  6名（男子  4名 女子  2名） 

７ 利用状況（令和 7年 3月 31日現在）                       

月 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
計 

利用者数 4 6 7 3 4 4 5 6 9 6 6 5 65 

延利用日数 10 18 14 10 9 9 12 16 19 17 16 13 163 

 

うみねこ学園〔指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業〕 

 

〔事業開始年月日〕  平成 26年 4月 1日                     

  

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 利用者等が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、当該利用者等の心身の

状況、その置かれている環境等に応じて、利用者等の選択に基づき、適切な障害福祉サービス等

が多様な事業者から、総合的かつ効率的に提供されるよう相談に応じ、支援を行う。 

⑵ 市町村、障害福祉サービス事業者及び医療機関等との連携を図るとともに、障害福祉サービ

ス等が特定の種類又は特定の障害福祉サービス事業者等に不当に偏することのないよう、公正

中立に配慮する。 

 

２ 事業の内容 

⑴ 日常生活全般に関する相談 

⑵ 地域の障害福祉サービス事業者等の情報提供 

⑶ サービス等利用計画又は障害児支援利用計画の作成及び評価 



 

⑷ 継続的なモニタリング 

 

３ 苦情への対応 

   苦情受付窓口を設置し、利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制

を整備した。 

       令和 6年度苦情・虐待受付数 0件 

 

４ 業務体制 

 〇人員に関する配置基準 

     指定計画相談支援（指定障害児相談支援）の事業の人員及び運営に関する基準第 3条及び第 4条 

基
準
合
計 

管 

理 

者 

相
談
支
援
専
門
員 

2 1 1 

 

〇職員配置 

合
計 

管 

理 
者 

相
談
支
援
専
門
員 

〔3〕 〔1〕 〔2〕 

  ※〔 〕は兼務 

 

５ 計画・相談等の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

  計画・相談 モニタリング 計 

障害児相談支援 0 0 0 

特定相談支援（障害者） 8 109 117 

 

う み ね こ 塾 

〔施 設 の 種 類〕 放課後等デイサービス 

〔定 員〕 10人 

〔所 在 地〕 八戸市大字松館字水野平 20番地 5 

〔建 設 年 月 日〕 平成 5年 3月 17日（増改築） 

〔事業開始年月日〕 令和 2年 4月 1日 

〔施 設 の 概 要〕 敷  地 28,295.42㎡（うみねこ塾、いちい寮全体の面積） 

建  物 鉄筋コンクリート造平家建 

延床面積 427.08㎡ 

 



 

１ 事業運営の基本方針 

   障害児が生活能力の向上のために必要な訓練を行い、及び社会との交流を図ることができる 

  よう当該障害児の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な 

指導及び訓練を行う。 

 

【６年度の重点目標・新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

 支援の質を客観的に評価する

アセスメントツールを用いて、

子どもの適応行動及び心身の健

康状況を把握し、サービスの改

善及び質の向上を目指す。 

S-M 社会生活能力検査を試験的に実施するとともに、現行の

アセスメントシートについては、利用開始時のみであったもの

を年度途中にもう１度アセスメントを行う様式に改訂した。利

用児童の状態等をより詳細に把握することでサービスの質の

向上につなげた。 

事業継続計画（BCP）に基づき、

災害時や感染症発生時の緊急時

対応について研修を行うととも

に、保護者への周知・説明を行

う。 

事業継続計画（BCP）に基づき研修を行ったほか、令和６年度

に策定が義務づけられた「安全計画」を策定した。また、「災害

時（地震・風水害）の対応について」の文書を作成し、保護者

茶話会で説明するとともに、保護者宛てに通知し、周知を行っ

た。 

 伝えたい相手に必要な情報が

届くよう、SNSの導入も含め、目

的に合った発信ツール及び内容

について検討する。 

ホームページやうみねこ塾通信の掲載内容について話し合

い、すみ分けを行った。また、保護者から意見のあった避難訓

練などの様子については連絡帳を活用し様子を伝えた。 

ＳＮＳの導入については、保護者アンケートの結果、保護者

の利用するＳＮＳに偏りがみられることから、今後の検討課題

とした。 

 

２ 健康管理 

⑴ 利用者の健康状態を観察し、協力医療機関、学校、保護者等との連携を取りながら、感染症等

の予防、疾病の早期発見に努めた。 

⑵ 職員の保健衛生知識の向上を図るとともに、利用者に対する保健指導と衛生的な環境の維持

に努めた。 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴  苦情への対応 

施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置

するとともに第三者委員を選任し、利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するた

めの体制を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、利用者等に周知を図った。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

令和６年度苦情受付数  0件 

 

 ⑵ 虐待防止 

    うみねこ塾虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受付担当者を設置

するとともに、第三者委員を選任し、虐待を防止するための体制を整備した。 

    また、利用者の心身の安全と人権の保護に努めるとともに権利擁護に対する意識を高めるた

め、職員研修を実施した。 

 

令和６年度虐待受付数  0件 



 

４ 施設サービス評価 

    利用者を個人として尊重し、常に利用者本位で対応するため、施設が行うサービスについて自 

己評価するとともに、利用者・保護者のニーズや要望を把握するため、保護者評価を実施するこ 

とにより、改善すべき課題を明確にし、サービスの質の向上を図った。 

 

５ 安全管理 

⑴ 防災設備等を定期的に点検するとともに、消防署等の指導のもと、施設独自及びいちい寮との

合同防災訓練を実施し、防災意識の向上に努めた。 

⑵ 利用者の無断外出や交通事故等を防止するため、利用者の状況把握や施設内外の巡視を十分に

行い、安全確保に努めた。 

 ⑶ 遊具の安全点検を行うとともに、正しい遊び方や使用方法について指導した。 

⑷ 防犯用具等を定期的に点検するとともに、警察署等の指導のもと、施設独自及びいちい寮との 

合同不審者対応訓練を実施し、防犯意識の向上に努めた。 

⑸ 自然災害及び感染症に関する業務継続計画(BCP)について、職員の理解を深めるための研修を

行った。また、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況を随時確認し、補充を行った。 

⑹ 送迎車に置き去り防止のための安全装置を装備し、安全確保対策を講じた。 

 

６ 地域との交流等 

⑴  地域との交流・連携等 

感染症の予防に留意しながら、地域に出て外出活動を行った。また、他事業所との情報交 

換会に参加した。 

 ⑵ 実習生の受け入れ 

所 属 等 実 習 内 容 期 間 人数 

八戸学院大学 社会福祉士実習 8月 05日 ～09月 9日 １ 

八戸学院大学 社会福祉士実習 2月 25日 ～ 3月 6日 １ 

合 計  2 

 

⑶ 地域における公益的な取組 

障害児への接し方等に悩む家族に対応するため、広報誌や面談等を通じて、療育に関する 

情報提供を行った。また、隣接する八戸第二養護学校の作業実習の場を提供した。 

  

７ 年間行事 

月 日 行 事 内 容 場 所 

5  野菜作り開始 所内 

6 14 いちい寮、うみねこ塾合同消防避難訓練 所内 

7 
8～12 保護者参観週間 所内 

29～30 夏休みの調理(ゼリー) 市内 

8 

1～2 おまつり広場 所内 

5～9 夏休みの外出活動 八戸市内 

19～23 夏休みの制作（タイルコースター） 所内 

26 カレーライスづくり 所内 

29 風水害対応避難訓練 所内 

9 25 ピクニック 八戸公園 

10 30 ハロウィンパーティー 所内 

11 
14 保護者茶話会 所内 

20 火災想定避難訓練 所内 



 

12 

12 いちい寮、うみねこ塾合同不審者対応避難訓練 所内 

23～24 冬休みの調理（プリン） 所内 

25 クリスマス会 所内 

1 
10 冬休み調理（ホットサンド） 所内 

6～10 冬休みの制作（フォトフレーム） 所内 

2 

3 節分会 所内 

10～14 作品展 所内 

25 地震想定避難訓練 所内 

   ※毎月行ったもの  職員会議・ケース会議・保護者面談 

 

８ 寄附の状況 

寄附申込者 寄附目的・品名 金 額 受領年月日 

青森県トラック協会 

三八支部青年部会 
ドライブレコーダー ― 令和 6年 10月 11日 

八戸市中央卸売市場協力会 

みかん 5㎏   １箱 

りんごジュース 18本 

鉢植えの花   １鉢 

― 令和 6年 12月 16日 

 

９ 業務体制（定員 10人）  

○人員に関する配置基準 

基
準
合
計 

管
理
者 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者 

児
童
指
導
員 

保
育
士 

4 1 1 2 

   

○職員配置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配
置
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支
援
管
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児
童
指
導
員
・
保
育
士 

7 ［1］ 6 



 

10 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

契約者数 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 19 － 

稼働日数 21 21 20 22 21 19 22 20 20 19 18 20 243 

利用者数 198 194 177 197 189 165 205 168 180 179 162 169 2,183 

利 用 率

(％) 
94.3 92.4 88.5 89.5 90.0 86.8 93.2 84.0 90.0 94.2 90.0 84.5 89.8 

 

 い ち い 寮 

 

〔施 設 の 種 類〕 障害者支援施設 

〔利 用 定 員〕 60人 

〔障害福祉サービスの種類〕 生活介護、施設入所支援 

〔所 在 地〕 八戸市大字松館字在家山谷 19番地 3 

〔建 設 年 月 日〕 昭和 55年 3月 12日 

〔設 置 認 可 年 月 日〕 平成 20年 4月 1日 

〔施 設 の 概 要〕 敷  地 28,295.42㎡（いちい寮、うみねこ塾全体の面積） 

建  物 鉄筋コンクリート造平家建 

延床面積 3,645.05㎡ 

付属建物 倉庫ほか 551.15㎡ 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 入所者の意思及び人格を尊重し、入所者一人ひとりの意向、障害の特性等心身の状況に応じ

て障害福祉サービスを提供し、充実した自立生活の実現に努める。 

⑵ 入所者の個々人の状況に配慮した、より専門的で的確な支援を行い、良質な障害福祉サービ

スの提供に努める。 

 

【６年度の重点目標・新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

「重度障害者支援加算」の取得に向け、

強度行動障害を有する利用者に対し、障害

特性に合わせた、より専門性の高い支援を

提供するなど、入所施設としての機能強化

を図る。 

強度行動障害を有する入所者 2名に対し、支援計画

シート及び支援手順書に基づいた個別の支援及び記録

を開始したことにより、「重度障害者支援加算Ⅱ」を取

得した。また、複数の職員が強度行動障害支援者養成

研修を受講し、専門的な知識や技術の習得に努めた。 

現在の施設の状況を把握し課題抽出を

行い、将来における全面的な建て替えに向

け、施設の目指す機能・役割等について検

討を進める。 

施設建て替えに向けた話し合いを 3回開催し、現状

把握、課題抽出、入所者ニーズの整理などを行った。

また、岩手県社会福祉事業団が運営する障害者支援施

設を見学し、それらを踏まえ「いちい寮建て替えにあ

たっての基本構想（第 1期）」を策定した。 

高齢のグループホーム利用者が、将来に

わたって安心・安全な生活を継続できるよ

う、他の福祉・介護保険サービス利用を視

野に入れた支援を行う。 

 高齢化等によりグループホームでの生活が困難となっ

てきたことから、利用者個々のニーズや支援レベル等を

考慮した上で、いちい寮本体や他のグループホーム等へ

の移行をすすめ、令和 7 年 3 月末をもって男性のグルー



 

プホームは廃止した。また、家族による援助が難しい利

用者に対しては、成年後見制度を活用するなど、財産管

理を中心に安心・安全な生活の実現に努めた。 

 

２ 健康管理 

⑴ 入所者の健康状態を観察・把握し、健康診断や諸検査を定期的に実施したほか、嘱託医及び家

族と連携を図りながら、生活習慣病や感染症疾患等の予防、疾病の早期発見、早期治療に努めた。

また、希望者に対しインフルエンザ及びコロナワクチン接種を行った。 

⑵ 常に身体の清潔に留意し、週３回以上の日を定めて、身体に支障がない限り入浴サービスを提

供するとともに、シャワーを希望する入所者へは随時提供した。また、口腔ケアの充実、手洗い

や手指の消毒を徹底させ、清潔の保持に努めた。 

⑶ 内部研修等で職員の保健衛生知識の向上を図るとともに、入所者に対する保健支援と衛生的な

環境の維持に努めた。 

⑷ 入所者の急変に対応できるよう、救命講習(ＡＥＤの使い方)を行い、職員の意識並びに技術の

向上に努めた。 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 苦情への対応 

施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置

するとともに、第三者委員を選任し、入所者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応する

ための体制を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、入所者等に周知を図った。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

令和６年度苦情受付数  ０件 

 

⑵ 虐待防止 

    いちい寮虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受付担当者を設置

するとともに、第三者委員を選任し、万が一、虐待が発生した場合に、迅速かつ適切に対応し、

入所者の人権を保護するための体制を整備した。 

 

令和６年度虐待受付数  ０件 

 

４ 施設サービス評価 

入所者が、個人として尊重され、健康で豊かな生活を送れるよう、施設が行うサービスについ

て自己評価し、改善すべき課題を明確にした。 

 

５ 安全管理 

⑴ 防災設備等を定期的に点検するとともに、消防署の指導のもと、いちい寮独自の防災訓練のほ

か、うみねこ塾との合同防災訓練を実施し、防災意識の向上に努めた。 

⑵ 自然災害及び感染症に関する事業継続計画（BCP）について、各職員の理解を深めるための研修

を行った。また、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況を随時確認し、補充を行った。 

⑶ 入所者の所在不明や交通事故等を防止するため、状況把握を十分に行い、安全確保に努めた。 

⑷ 施設内において事故が発生した際には、速やかに会議を開催し、事故検証及び再発防止に努め

た。また、虐待・事故防止委員会を中心に、事故防止に向けた啓発活動を行った。 

⑸ 不審者の侵入に備え、警察署の指導のもと、うみねこ塾との合同不審者対応避難訓練を実施し、

施設間の連携と防犯意識の向上に努めた。 



 

⑹ 公用車を運転する職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行った。また、 

 その記録を安全運転管理者に報告する等、事故防止に努めた。 

 

６ 地域貢献・地域との交流等 

⑴  ボランティアの受入れ 

ボランティア受け入れマニュアルを基に担当者を配置するなど受け入れ体制を整えた。なお、

ボランティアについての問い合わせはなかった。 

⑵ 実習生の受け入れ 

実習生受け入れマニュアルを基に担当者を配置するなど受け入れ体制を整えた。なお、学校

等からの実習についての問い合わせはなかった。 

⑶ 地域との交流 

8月 22日、事前に町内会に周知した上で打ち上げ花火を実施した。また、愛の輪レクリエー

ションや他施設でのイベントへの参加、各種慰問の受け入れなど、様々な形で地域との交流に

努めた。 

 

７ 年間行事の実施状況 

月 日 行 事 内 容 場 所 

4 
16 前期利用者健康診断 寮内 

23 お花見ドライブ（～4/30） 市内 

5 
3 春季一時帰宅（～5/6） 各家庭 

23 運動サークル 蕪島 

6 
14 総合避難訓練（うみねこ塾と合同） 寮内 

17 利用者外出（～9/27） イオン下田など 

7 
10 友近やっくんライブ 寮内 

25 調理サークル①（パフェづくり） 寮内 

8 

11 夏季一時帰宅（～8/16） 各家庭 

22 花火大会 寮内 

29 風水害想定訓練 寮内 

10 

8 後期利用者健康診断 寮内 

8 カラオケサークル① 寮内 

17 夜間想定避難訓練 寮内 

27 いちい寮祭（親子レクリエーション） 寮内 

11 
13 愛の輪レクリエーション見学 八戸市公会堂文化ホール 

21 調理サークル②（フレンチトーストづくり） 寮内 

12 

7 陸上自衛隊曹友会来寮 寮内 

12 不審者対応訓練（うみねこ塾との合同） 寮内 

19 クリスマス会 寮内 

29 冬季一時帰宅（～1/5） 各家庭 

1 23 スイーツバイキング 寮内 

2 

19 避難訓練 寮内 

20 えんぶり鑑賞 寮内 

27 カラオケサークル② 寮内 

3 7 婦人科検診 健診センター 



 

27 職員お別れ会 寮内 

  ※毎月１回行ったもの 

    誕生会、職員会議、給食会議、体重・血圧測定、自治会、理髪 

 

８ 業務体制 （定員 60人） 

 ○人員に関する配置基準（指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営に関する基準第４条） 

 

  

○職員配置    

配
置
合
計 

施
設
長 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

生
活
支
援
員 

看
護
師 

栄
養
士 

事
務
員 

 

嘱
託
医 

用
務
員 

52 1 1 42 1 1 1 (1) 4 

  ※( )は委託 

 

９ 入所者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

 

 

○年代別状況 

 

 ○障害支援区分別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

基
準
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施
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生
活
支
援
員 
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理
学
療
法
士 

作
業
療
法
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嘱
託
医 

23 1 1 20 1 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 合計 

男 性 0 2 7 9 3 10 1 32 

女 性 0 2 6 3 6 8 0 25 

合計 0 4 13 12 9 18 1 57 

 未判定 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 合計 

男 性 0 0 0 0 3 6 23 32 

女 性 0 0 0 0 6 7 12 25 

合計 0 0 0 0 9 13 35 57 



 

いちい寮〔短期入所事業〕 

 
〔定  員〕 2名 

〔設置認可年月日〕 平成 20年 4月 1日 

 

１ 事業運営の基本方針  

⑴ 居宅において介護を行う者の疾病その他の理由により、施設への短期間（原則月 7日）の入所

を必要とする障害者等に対し、入浴・排泄又は食事等の介護や日常生活上の支援を提供する。 

⑵ 利用者の身体その他の状況及び置かれている環境に応じて、必要な支援を適切に行う。   

 

２ 健康管理 

  利用者の健康に配慮するとともに、定時にバイタルサインチェックを行う体制の確立及び非常 

時における家族との連絡体制の強化を図った。 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

 ⑴ 苦情への対応 

いちい寮同様に、施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情

受付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、利用者及び家族等からの苦情に迅速か

つ適切に対応するための体制を整備した。 

 

令和６年度苦情受付数  ０件 

 

⑵ 虐待防止 

いちい寮同様に、いちい寮虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受

付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、虐待防止及び利用者の人権を保護するた

めの体制を整備した。 

 

      令和６年度虐待受付数  ０件 

 

４ 業務体制 

   いちい寮と共通のため省略 

 

５ 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

   利用契約者数       35名（男性 19人 女性 16人） 

   令和６年度新規契約者数   1名（男性 1人） 

 

６ 利用状況（令和 7年 3月 31日現在） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

延利用者数 4 4 4 3 3 2 3 3 3 2 3 3 37  

延利用日数 50 37 29 30 28 7 30 26 26 22 28 30 343  

※コロナ感染対策による休業期間：7月 13～14日、9月 6日～9月 27日（延べ 24日） 

 

 

 

 



 

いちい寮〔共同生活援助事業〕 

 
〔実 施 施 設〕 ハウス元気アップ 

〔バックアップ施設〕 障害者支援施設いちい寮 

〔所 在 地〕 ハウス元気アップ１ 八戸市大字是川字新田 17番地 16 

八重坂市営住宅Ａ１棟 

 ハウス元気アップ２ 八戸市大字是川字新田 14番地 1 

八重坂市営住宅Ｂ２棟 

〔定 員〕 ハウス元気アップ１

ハウス元気アップ２ 

6名 

6名 

〔事業開始年月日〕 平成 20年 4月 1日  

 

１ 事業運営の基本方針  

⑴ 利用者が地域において共同して自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、利用

者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、共同生活住居において入浴、排

せつ及び食事等の介護、相談その他日常生活上の援助を適切かつ効果的に行う。 

⑵ 関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービス機関との連携を図り、総合的なサービスの提供

に努める。 

 

２ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 苦情への対応 

いちい寮同様に、施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情

受付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、利用者及び家族等からの苦情に迅速か

つ適切に対応するための体制を整備した。 

また、第三者委員に対し報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

令和６年度苦情受付数  ０件 

 

⑵ 虐待防止 

    ハウス元気アップ虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受付担当

者を設置するとともに、第三者委員を選任し、万が一、虐待が発生した場合に、迅速かつ適切

に対応し、利用者の人権を保護するための体制を整備した。 

 

令和６年度虐待受付数  ０件 

 

３ 施設サービス評価 

利用者が個人として尊重され、健康で豊かな生活を送れるよう、事業所が行うサービスにつ

いて自己評価し、改善すべき課題を明確にした。 

 

４ 安全管理 

⑴ 世話人とバックアップ施設職員合同による避難訓練を実施し、防災意識の向上に努めた。 

⑵ 火災発生時に被害を最小限に抑えるため、住居内の消防設備点検を行った。 

⑶ 公用車を運転する職員に対し、運転前後に検知器を用いたアルコールチェックを行った。また、 

 その記録を安全運転管理者に報告する等、事故防止に努めた。 

 

 



 

５ 年間行事の実施状況 

月 日 行  事  内  容 場  所 

5 16 避難訓練 グループホーム内 

6 
9 男子利用者買い物外出 市内 

16 女子利用者買い物外出 市内 

9 
22 女子利用者レクリエーション 市内 

29 男女グループホーム内大掃除 グループホーム内 

11 
10 女子利用者買い物外出 市内 

17 避難訓練 グループホーム内 

12 15 女子利用者レクリエーション 市内 

2 16 女子グループホーム内大掃除 グループホーム内 

 ※毎月１回行ったもの  利用者自治会 

 

６ 業務体制 

 ○人員に関する配置基準 

（指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準第 208条） 

基準合計 管理者 
サービス管理 

責任者 
世話人 

4 1 1 2 

 
○職員配置 

基準合計 管理者 
サービス管理 

責任者 
世話人 

4 [1] [1] （2） 

 ※[ ]は兼務、（ ）は委託、その他バックアップ施設いちい寮担当職員 男女各 4名 
 
７ 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 
○年代別状況 

 40代 50代 60代 70代 合計 

男 性 - - - - - 

女 性 3 0 3 0 6 

合計 3 0 3 0 6 

 

 ○障害支援区分別状況 

 未判定 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 合計 

男 性 - - - - - - 

女 性 0 1 1 2 2 6 

合計 0 1 1 2 2 6 

 

※男性利用者については、いちい寮本体及び他のグループホーム等へ移行し、令和 7 年 3 月 31 日

付、ハウス元気アップ１を廃止。 

 

 



 

いちい寮〔指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業〕 

 

〔事業開始年月日〕 平成 25年 4月 1日 

 

１ 事業運営の基本方針 

 ⑴ 利用者等が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、当該利用者等の心身の状

況、その置かれている環境等に応じて、利用者等の選択に基づき、適切な障害福祉サービス等が

多様な事業者から総合的かつ効率的に提供されるよう相談に応じ、支援を行う。 

 ⑵ 相談支援事業の実施に当たっては、市町村、障害福祉サービス事業者及び医療機関等との連携

を図るとともに、利用者等に提供される障害福祉サービス等が特定の種類又は特定の障害福祉サ

ービス事業者に不当に偏することのないよう公正中立に配慮する。 

 

２ 事業の内容 

 ⑴ 日常生活全般に関する相談 

 ⑵ 地域の障害福祉サービス事業者等の情報提供 

 ⑶ サービス等利用計画又は障害児支援利用計画の作成及び評価 

 ⑷ 継続的なモニタリング 

 

３ 苦情への対応 

   苦情受付窓口を設置し、利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制を

整備した。 

 

４ 業務体制 

○人員に関する配置基準 

指定計画相談支援の事業（指定障害児相談支援）の人員及び運営に関する基準 

第３条及び第４条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○職員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※［ ］は兼務 

基
準
合
計 

管
理
者 

相
談
支
援
専
門
員 

2 1 1 

配
置
合
計 

管
理
者 

相
談
支
援
専
門
員 

［6］ ［1］ ［5］ 



 

５ 計画・相談等の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

事業の種類 計画・相談 モニタリング 件数合計 

特定相談支援（障害者） 18 70 88 

障害児相談支援 1 3 4 

 

いちい寮〔日中一時支援事業〕 
 
〔定  員〕 若干名 

〔設置認可年月日〕 平成 20年 4月 1日 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 障害者等の家族の就労支援及び障害者等を日常的に介護している家族の一時的な休息の機会

を提供するため、障害者等を一時的に受け入れ、障害者等の日中における活動の場を提供する。 

⑵ 利用者の意思や人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努める。 

 

２ 健康管理 

  利用者の健康に配慮するとともに、定時にバイタルサインチェックを行う体制の確立及び非常 

時における家族との連絡体制の強化を図った。 

 

３ 苦情への対応 

⑴ 苦情への対応 

いちい寮同様に、施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情

受付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、利用者及び家族等からの苦情に迅速か

つ適切に対応するための体制を整備した。 

 

令和６年度苦情受付数  ０件 

 

⑵ 虐待防止 

    いちい寮同様に、いちい寮虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受

付担当者を設置するとともに、第三者委員を選任し、虐待防止及び利用者の人権を保護するた

めの体制を整備した。 

 

令和６年度虐待受付数  ０件 

  

４ 業務体制 

   いちい寮と共通のため省略 

 

５ 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

   利用者契約者数      23名（男性 14名 女性 9名） 

   令和６年度新規契約者数   1名（男性 1名） 

 

６ 利用状況（令和 7年 3月 31日現在） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

延利用者数 3 3 4 2 2 2 3 3 3 4 4 4 37 

延利用時間 58 29 66 23 79 18 73 97 84 94 90 79 790 



 

※コロナ感染対策による休業期間：7月 13～14日、9月 6日～9月 27日（延べ 24日） 

 

長  生  園 

 

〔施 設 の 種 類〕  養護老人ホーム 

〔入 所 定 員〕  50人 

〔所 在 地〕  八戸市大字是川字犾森 33番地 

〔建 設 年 月 日〕  平成 04年 11月 1日 

〔事業開始年月日〕  平成 21年 4月 1日 

〔施 設 の 概 要〕  敷  地  11,932.77㎡ 

建  物  鉄筋コンクリート造平家建  

延床面積  2,948.95 ㎡ 

付属建物  機械室 12.3㎡ 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 入所者がその能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、指導、訓練及び援助を行

う。 

⑵ 熱意及び能力を有する職員の育成に努め、常に入所者の意思と人格を尊重しながら、その立場

に立った適切な処遇に努める。 

⑶ 明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭との結びつきを重視した運営を行う。 

⑷ 老人福祉を増進する事業を行う他の事業者との連携に努める。 

 

【６年度の重点目標・新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

同規模の養護老人ホームを参

考に、職員配置、業務内容、勤務

体制等を検討し、効率的な職員体

制の整備を図る。 

当園の職員配置、業務内容、勤務体制等を検討するため、青

森県内の養護老人ホームについて職員配置等に関する実態調

査を行い、その調査結果を踏まえ、青森市と黒石市の養護老人

ホームを視察した。 

それらをもとに、効率的な勤務体制の方向性案を作成した。 

利用者の身体状況や認知機能

に応じた機能訓練や口腔ケア、認

知症予防等の個別ケアを実施し、

身体機能の維持向上及び認知症

の進行遅延に努める。 

機能訓練については、毎朝のラジオ体操のほか、上半期は園

内菜園での園芸作業、下半期は、利用者の身体状況に合わせた

足上げ運動や器具を使った腕上げ運動、歩行運動等を実施し

た。 

また、口腔ケアについては、歯科医師による歯科検診及び講

話会を実施し、利用者個々の口腔内の衛生状況を確認したほ

か、治療が必要な利用者に対しては、積極的に治療を促した。 

さらに、歯科衛生士による口腔ケア教室を 2回開催し、職員

も含め口腔ケアに対する理解を深めることができた。 

 

２ 健康管理・疾病予防 

⑴ 嘱託医及び主治医との連携を密にし、入所者の健康状態を把握して、疾病の早期発見と早期治

療につなげた。 

⑵ 健康診断を年２回実施し、疾病の早期発見に繋げた。また、5 月に結核健康診断を実施し、感

染のまん延防止に努めた。 

⑴ 医療、看護等に関する研修に参加し、研修で得た知識を職員間で共有することにより、職員の 



 

 知識とスキルの向上に努めた。 

⑵ 入所者に重篤な症状が発症した場合、職員がその症状に沿った対応を速やかにできるよう、看 

 護師を中心に起こり得る症状や対応等の情報について、職員間で共有した。 

⑸ 入所者が利用する介護サービス事業所と連携を図り、入所者の情報を共有し、良好な健康状態

の維持に努めた。 

⑹ 誤薬事故等防止のため、与薬マニュアルの研修会などを開催し、医療安全に努めた。 

⑺ 口腔ケアの重要性について入所者が理解を深められるよう、日常の口腔ケアのほか、歯科医師

による口腔ケア講話会と歯科検診を実施したほか、歯科衛生士による口腔ケア教室を開催した。

また、積極的に治療を促し、誤嚥性肺炎の予防及び食べる機能の維持回復に努めた。 

⑻ 入所者及び職員を対象としたインフルエンザワクチン接種を実施し、感染予防に努めた。 

⑼ 熱中症対策として、入所者に対し涼しい服装やこまめな水分補給、冷房設備の整った場所への

移動を呼びかけるとともに、熱中症の症状がないか入所者の様子をこまめに観察した。 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 苦情への対応 

施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置  

するとともに第三者委員を選任し、入所者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するた

めの体制を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、入所者等に周知を図った。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

令和６年度苦情受付数  １件 

 

⑵ 虐待防止及び身体拘束等の適正化 

入所者の虐待防止及び身体拘束等の適正化を図るため、虐待防止委員会を定期的に開催し、

入所者の心身の安全と尊厳の保持に努めた。 

 

４ 施設サービス評価 

入所者の意思及び人格を尊重し、質の高いサービスが提供できるよう、施設が行うサービスに 

ついて自己評価を行い、改善すべき課題を明確にし、その課題の解決に取組むことで、サービス

の質の向上を図った。 

 

５ 安全管理 

 ⑴ 入所者が安全で快適に生活できるよう、ボイラーや空調機器、ナースコール、消防設備、通信 

機器、照明器具等の定期的な保守点検や自主点検を行い、不良箇所を早期に発見し、適切な修繕 

を施すことで安全管理に努めた。 

⑵ 手すりや椅子、食堂のテーブルを定期的に自主点検し、入所者が安全に生活できる環境を整え 

た。 

⑶ 事故防止委員会を定期的に開催し、事故原因の分析や防止策を検討するとともに、職員間で情 

報を共有し、入所者の介護事故の予防と再発防止に努めた。 

⑷ 入所者の安全を確保するため、火災発生時の訓練を２回行った。そのうち 1回は夜間を想定し 

 た訓練を行った。 

⑸ 栄養士及び厨房職員を対象に、毎月検便を実施したほか、10月から３月までの６か月間は 

ノロウイルスの検便を実施し、食の安全に努めた。 

⑹ 感染症対策委員会を定期的に開催し、感染症や食中毒の予防及び蔓延防止対策を検討するとと 

 もに、新型コロナウイルス・インフルエンザウイルス・ノロウイルス・食中毒等に関する研修 

 を実施し、感染対策の徹底を図った。 

⑺ 感染症や自然災害が発生した場合においても、安定的・継続的にサービスが提供できるよう、 



 

業務継続計画(BCP)に基づき、研修及び訓練を実施するとともに、必要物品を備蓄した。 

 

６ 地域貢献・地域との交流等 

⑴ 地域の高齢者支援センターが主催する介護予防教室に、講師として職員を派遣した。 

 

⑵ 学生の施設実習や体験学習を受け入れ、入所者援助に係る知識や専門知識の習得の機会を提供 

した。 

  所 属 等 実 習 内 容 期  間 人数 

青森県立八戸商業高等学校 介護体験 7月 2日～ 7月 4日 2 

八戸学院大学 介護体験 8月 19日・21日・23日 2 

八戸市社会福祉協議会 介護体験 9月 24日 1 

八戸学院大学短期大学部 施設の見学研修 11月 14日 15 

                               合 計 20 

⑶  入所者と地域とのかかわりを深めるため、地域の公民館で開催される行事等について、入所者 

 に周知した。 

⑷  地域住民と入所者との交流促進を図るために、地域の保育園園児と職員を収穫祭に招待したが、 

当日園児等の体調不良により不参加となった。 

⑸  地域との交流・連携等 

内   容 回数 月  日 

是川あおぞら市・よろず相談窓口 11 
5/24、6/28、7/26、8/23、9/27、10/25 

11/22、12/27、12/22、1/24、2/28  

歌とおどりのボランティアグループ 

八戸虹の会の訪問 
1 6/19 

地域ケア会議個別会議 1 7/19 

楽しい時代劇講座 1 12/4 

是川地区「新春の集い」 1 2/9 

是川あおぞら市・よろず相談会議 1 2/12 

こどもの城保育園 保育証書授与式 1 3/22 

 

７ 年間行事の実施状況 

月 日 行 事 内 容 場 所 

4 

12 農作業・園芸作業（畑、中庭） 園内 

16 
開園記念式 

園内花見 
園内 

5 
9 地域文化教室（1回目） 園内 

30 定期健康診断（1回目） 園内 

6 

6 
買い物行事（100円ショップ） 

長生園だより発行（1回目） 

市内 

園内 

11 歯科衛生士による口腔ケア教室（1回目） 園内 

12 大掃除（1回目） 園内 

20 衣料訪問販売（1回目） 園内 

26 養護・デイ合同火災訓練 園内 

月 日 実 施 内 容 

8 27 是川・中居林地区介護予防教室(中居林コミュニティーセンター) 

1 18 是川・中居林地区介護予防教室(石手洗生活館) 



 

7 

4 図書館利用（南郷図書館） 市内 

17 感染症予防指導（食中毒） 園内 

18 地域文化教室（2回目） 園内 

8 

15 盆供養 園内 

21 山車小屋見学（淀山車組） 市内 

22 歯科医師による歯科検診及び口腔ケア講話会 園内 

9 
5 ダイソーニュータウン店買物（100円ショップ） 市内 

12 敬老会 園内 

 

19 秋彼岸供養 園内 

25 夜間想定火災避難訓練 園内 

30 長生園だより発行（2回目） 園内 

10 

3 カラオケ教室（1回目） 園内 

15 収穫祭 園内 

22 衣料訪問販売（2回目） 園内 

31 歯科衛生士による職員対象講話 園内 

11 

7 カラオケ教室（2回目） 園内 

8 干し柿作り 園内 

14 地域文化教室（3回目） 市内 

22 インフルエンザワクチン予防接種 園内 

21 納骨塔開帳記念法要 園内 

26 定期健康診断（2回目） 園内 

12 

5 カラオケ教室（3回目） 園内 

19 年越し供養会 園内 

3・6 大掃除（2回目）床ワックス・ガラス清掃 園内 

1 
16 カルタ・福笑い大会 園内 

22 棒サッカー大会 園内 

2 

6 カラオケ教室（4回目） 園内 

7 長生園だより発行（3回目） 園内 

10 地震訓練 園内 

12 夜間想定火災避難訓練 園内 

19 
運動会 

えんぶり観賞 
園内 

21 土砂風水害訓練 園内 

3 
6 カラオケ大会 園内 

18 春彼岸供養 園内 

定期的に実施した行事 誕生会、バイキング食、畑作業、園芸作業 

 

８ 寄附の状況 

寄附申込者 寄附目的・品名 金 額 受領年月日 

匿名 理容椅子     2台 ― 令和 6年 9月 24日 

陸上自衛隊曹友会 

ボードゲーム   3個 

トランプ     3個 

花札       3個 

― 令和 6年 12月 4日 

八戸ロータリークラブ 現金     30,000円 令和 7年 2月 20日 

 



 

９ 業務体制（定員 50人） 

○人員に関する配置基準（養護老人ホームの設備及び運営に関する基準第 12条） 

基
準
合
計 

施
設
長 

主
任
生
活
相
談
員 

生
活
相
談
員 

主
任
支
援
員 

支
援
員 

看
護
師 

栄
養
士 

事
務
員 

嘱
託
医 

11 1 1 1 1 3 1 1 1 1 

 

○職員配置  

配
置
合
計 

施
設
長 

主
任
生
活
相
談
員 

生
活
相
談
員
兼
事
務

員 主
任
支
援
員 

支
援
員 

看
護
師 

栄
養
士 

嘱
託
医 

18 1 1 1 1 11 1 1 （1） 

※（ ）は嘱託 

 

10 入所者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

年度当初は、47名であった。新規入所者が 10名に対し、退所者が 8名であったため、年度末の入

所者は 49名となった。 

⑴  入退所の状況 

月    
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

入 所 2 1 2 2   1  1   1 10 

退 所 1 1 2  1 2 1      8 

現員数 48 48 48 50 49 47 47 47 48 48 48 49 平均 48 

入所率 

（％） 
96 96 96 100 98 94 94 94 96 96 96 98 平均 96 

 

⑵ 介護認定者の状況 

事業 

対象者 

要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護 

１ 

要介護 

２ 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 

人数 

合計 

1 3 2 10 2 7   25 

 

○市町村別・年齢別構成 

区分 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 計 

八戸市 4 3 9 9 7 8 40 

二戸市   2 2   04 

三戸町  1    1 02 

南部町    1   01 

洋野町   1    01 



 

計 4 4 12 12 7 9 48 

 

○男女別・年齢別構成 

 

長 生 園〔老人デイサービス事業〕 

 

 

〔事 業 所 名〕 長生園デイサービスセンター 

〔定 員〕 18人 

〔事業開始年月日〕 平成 10年４月１日 デイサービス事業開始 

平成 28年４月１日 指定地域密着型通所介護事業 

平成 28年10月 1日 通所型サービス事業(介護予防通所介護相当) 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 要介護状態等の利用者が可能な限りその居宅において、能力に応じて自立した日常生活を継続

できるよう、必要な世話及び機能訓練を行い、社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持を図る。 

⑵ 利用者の家族の身体的、精神的負担の軽減を図る。 

 

【６年度重点目標及び新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

LIFE データや健康チェック機器など

を活用しながら、利用者の心身の状況に

応じた計画書の作成や見直しにより、利

用者の生活の質の向上に資する介護サ

ービスを提供する。 

健康チェック機器を活用し、5月・8月・12月の年 3回、

野菜摂取量や体組成、骨密度の測定を実施し、利用者一人ひ

とりの身体状況を数値化した。そのデータをもとに、身体状

況の改善を図るための助言を行った。さらに、データをもと

に個別機能訓練を実施し、利用者の生活の質の向上を図っ

た。 

認知症介護や入浴介助方法等の内部

研修を開催し、利用者の心身の状況に応

じた個別ケアに対応できるスキルの向

上を図る。 

介護技術については、全職員を対象とした入浴介助の内部

研修を行い、入浴の目的や手順、入浴時の注意点を確認した。 

また、認知症についての内部研修を実施し、認知症ケアの

基本理念と基礎知識、ケアの倫理について確認するととも

に、困難事例を通じて適切な対応方法等を全職員で検討し

た。 

内部研修をとおして、全職員で基本知識を再確認したほ

か、朝のミーティング時に情報共有や介助方法の提案・助言

を行うことで、利用者一人ひとりの心身状況に応じたサービ

スの提供に努めた。 

 

２ 運営推進会議 

⑴ 運営推進会議委員 ４名 

区分 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 計 

男 2 3 5 6 2 - 18 

女 2 1 7 6 5 9 30 

計 4 4 12 12 7 9 48 

割合 8.3% 8.3% 25.0% 25.0% 14.6% 18.8% 100% 



 

⑵  開催日時・議題・出席者 

開催日 議  題 出 席 者 

5月 15日 ⑴ 前回の運営推進会議における意見、要望への 

  対応について 

⑵ 利用者の状況及び活動状況報告について 

⑶ 利用者・家族からの要望及び苦情について 

⑷ ヒヤリハット・事故報告について 

⑸ 職員研修状況について 

委員        4名 

八戸市介護保険課職員 

1名 

地域高齢者支援ｾﾝﾀｰ職員 

1名 

計 6名 

11月 25日 ⑴ 前回の運営推進会議における意見、要望への 

対応について 

⑵ 利用者の状況及び活動状況報告について 

⑶ 利用者・家族からの要望及び苦情について 

⑷ ヒヤリハット・事故報告について 

⑸ 職員研修状況について 

委員               3名 

地域高齢者支援ｾﾝﾀｰ職員    

          1名 

計 4名 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

⑴ 苦情への対応 

施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置 

するとともに第三者委員を選任し、利用者及び家族等からの苦情に迅速かつ適切に対応するた

めの体制を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、入所者等に周知を図った。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

令和６年度苦情受付数  ０件 

 

⑵ 虐待防止 

長生園虐待防止委員会設置要綱に基づき、虐待防止委員会を開催したほか、虐待防止のため

の自己評価を実施し、利用者の心身の安全と尊厳の保持に努めた。 

 

４ 施設サービス評価 

事業所が行うサービスについて、自己評価を行い、改善すべき課題を明確にし、サービスの質

の向上を図った。 

 

５ 安全管理 

⑴ 施設の設備機器について、委託業者による保守点検や自主点検により、不良個所の早期発見に

努め、適切な修繕等を施した。 

⑵ サービス提供前に、施設内の環境整備や福祉用具等の備品の安全確認を行い、利用者の事故防

止に努めた。また、シルバーカー等の福祉用具や簡易式ベッド、椅子等備品の点検を行い、利用  

者が安全に利用できる環境作りに努めた。 

⑶ 事故、災害等が発生した場合は、利用者の安全を最優先し、危機管理マニュアルに基づき、速

やかに緊急連絡先へ連絡する等の必要な対策をとることとし、事故、災害等に備えた。 

⑷ 地震、土砂災害・風水害発生時の対応マニュアルに基づいた防災訓練の計画を立て、避難訓練

を行ったほか、地震に備え職員を対象とした訓練を行った。 

⑸ 長生園事故発生の防止及び発生時の対応の指針に基づき、事故防止委員会及び事故評価会議を

設置するとともに、研修を受講した安全対策担当者を置き、事故防止に努めた。事故評価会議で

は、安全対策担当者が中心となって再発防止案の検討及び評価を行い、それを基に事故防止委員

会で事故原因の分析、再発防止策の検討及び、職員への周知を行った。 



 

⑹ 個人情報の使用にあたっては、利用者やその家族等のプライバシーの保護に万全を期すため、

個人情報保護に関する要綱に基づき、利用者やその家族に対して利用目的を明確にし、同意書を

得た上で必要最低限の範囲で個人情報を収集・使用した。 

⑺ 感染症対策委員会を定期的に開催するとともに、職員・利用者に対して、食中毒・ノロウイル

ス・インフルエンザの感染予防に関するＤＶＤを視聴したほか、手洗い指導を計画的に行い、感

染予防に努めた。 

⑻ 感染症や非常災害が発生した場合でも、利用者に対して必要な介護サービスが安定的・継続 

的に提供できるよう業務継続計画(通所系)の訓練を実施した。 

 

６ 地域貢献・地域社会との交流等 

⑴ 介護予防教室   実績なし 

⑵ ボランティア（八戸市シニアはつらつポイント会員)の受け入れ  実績なし 

⑶ 実習生の受け入れ      

内  容 実習内容 期間 人数 

八戸学院大学 介護体験 7月 1日・7月 5日  2 

合 計     2 

⑷ 利用者負担軽減制度    実績なし 

⑸ 地域との交流 

月 日 内  容 

毎月 是川地区民生委員協議会定例会 

 

７ 年間行事の実施状況 

⑴  利用者が社会参加の可能性を広げ、生活意欲の向上を図ることを目的とした屋内外のレクリエ 

ーションを計画し実施した。 

⑵ 誕生会 毎月その月の誕生者を誕生カードやおやつ等で祝福した。 

⑶ 月別行事 

月 日 内  容 

4 

 

1～7 枯れ木に花を咲かせましょう 

8～13 鯉のぼり制作 

15～18 【屋内】軽運動 【屋外】花見(白山台公園) 

19～20 脳トレ 

22～27 カレンダー制作 

30 桜餅キャッチゲーム 

5 

1～2 桜餅キャッチゲーム 

7～11 スギリハ体操(夜間頻尿改善) 

13～18 健康チェック(骨密度・野菜摂取量) 

20～25 藤の短冊づくり 

27～31 音の鳴るボールでサッカー 

6 

1 音の鳴るボールでサッカー 

3～8 壁面飾り制作(あじさいとカタツムリ) 

10～12 おやつ作り(葛饅頭) 

13～15 ごぼう先生の YouTube体操 

17～19 手洗い指導・食中毒予防のミニ講話 

17～22 紙コップで的当てゲーム 

24～29 シナプソロジー 



 

7 

1～6 七夕飾り制作 

8～11 【屋内】軽運動 【屋外】買い物レク(しまむら田向店) 

12～13 シナプソロジー 

22～27 壁面飾り制作(朝顔のカーテン) 

29～31 ポケネット 

8 

1～3 三社大祭映像鑑賞 

5・9～10 DVD体操 

6～8 夏まつり 

13～17 脳トレ 

19・23～24 DVD体操 

20～22 健康チェック(野菜摂取量・骨密度・体組成) 

26～31 カレンダー制作 

9 

2・6～7 釣りゲーム 

3～5 おやつ作り(蒸しパン) 

9～12 大運動会 

13～14 うちわでゲーム 

17～21 壁面飾り制作(カキの木) 

10 

1～5 脳トレ・シナプソロジー 

7～10 【屋内】軽運動 【屋外】買い物(道の駅はしかみ) 

11～12 脳トレ・DVD体操 

15・19 

21～26 
カレンダー制作 

16～18 焼き芋会 

28～31 足で玉拾いゲーム 

11 

1～2 足で玉拾いゲーム 

5～9 壁面飾り制作(紅葉と鯉) 

11～16 ドンドン太鼓相撲 

18～20 干し柿づくり 

21～22 YouTube体操 

25～29 クリスマスツリー制作 

12 

2～7 タオルで体操 

9・13～14 クリスマス飾り制作 

10～12 健康チェック(野菜摂取量・骨密度・体組成) 

16～21 カレンダー制作 

23～25 クリスマス会 

26～28 忘年会 

1 

4 脳トレ 

6～11 新春かるた大会 

14～18 【屋内】軽運動 【屋外】初詣 

20～25 絵馬制作 

27～31 重ねて鏡餅 

2 

1 重ねて鏡餅 

3～8 カレンダー制作 

10・12～15 節分会 

17～22 えんぶり鑑賞会 



 

25～28 下半身筋力強化ゲーム 

3 

1 下半身筋力強化ゲーム 

3～8 壁面飾り制作(ふきのとう) 

10～15 一年間の振り返り 

17～19 

21・22 
YouTube体操 

24～27 おやつ作り(パフェ) 

28・29・31 YouTube体操 
 

８ 寄附の状況 

    実績なし 

 

９ 業務体制 

○人員に関する配置基準 

（指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関する基準第 20条・第 21条） 

基
準
合
計 

管
理
者 

生
活
相
談
員 

介
護
員 

看
護
師 

機
能
訓
練
指
導
員 

5 1 1 1 1 1 

 

○職員配置 

配
置
合
計 

管
理
者 

生
活
相
談
員
兼
介
護
員 

介
護
員 

看
護
師
兼
機
能
訓
練
指
導
員 

9 ［1］ 3 3 2 

※［ ］は兼務 

 

10 利用者の状況（令和 7年 3月 31日現在）  

⑴ サービス別利用状況 

区 分 計 月平均 1日平均  

摘    要 

 

〔延利用人員内訳〕 

地 域 密 着 型  2,670 人 

84.2％ 

総 合 事 業    500 人 

15.8％ 

延実施日数 293日 － － 

延利用人数 3,170 264 10.8 

サ
ー
ビ
ス
別 

 
 

利
用
人
数 

入    浴 3,140 262 10.7 

給    食 3,163 264 10.8 

生 活 指 導 3,163 264 10.8 

健康状態確認 3,163 264 10.8 

日常動作訓練 3,163 264 10.8 



 

送    迎 2,630 219 09.0 

 

⑵ 月別利用者状況 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

稼働日数(日) 25 24 25 26 26 23 26 24 24 23 22 25 293 

地域密着型 

利用延人数(人) 
218 192 208 225 218 217 253 232 232 234 215 226 2,670 

総合事業 

利用延人数(人) 
40 46 48 48 38 34 48 38 38 40 40 42 500 

合計利用延人数

及び稼働率(％) 

258 238 256 273 256 251 301 270 270 274 255 268 3,170 

57.3 55.1 56.9 58.3 54.7 60.6 64.3 62.5 62.5 66.2 64.4 59.6 60.1 

 

浩 々 学 園 

 

〔施 設 の 種 類〕 児童養護施設 

〔定 員〕 25人（本園・分園） 

〔所 在 地〕 八戸市根城七丁目８番 46号 

〔建 設 年 月 日〕 昭和 47年３月 31日 

〔事業開始年月日〕 平成 21年４月 1日 

〔施 設 の 概 要〕 敷地    3,564.19㎡ 

建物    鉄筋コンクリート造平家建 

延床面積  767.52㎡ 

附属建物  物置 20.15㎡ 

  

〔分 園 の 名 称〕 分園型小規模グループホーム「そだちの木」 

〔入 所 児 童 数〕 ６人 

〔所 在 地〕 八戸市根城八丁目８番 39号 

〔事業開始年月日〕 令和３年 11月１日 

〔施 設 の 概 要〕 建物    鉄筋コンクリート造２階建 

延床面積  215.51㎡（１階の一部及び２階部分） 

 

１ 事業運営の基本方針 

保護者のいない児童、虐待されている児童、その他環境上養護を要する児童を入所させて、安

定した生活環境を整えるとともに、生活指導、学習指導、職業指導及び家庭環境の調整を行いつ

つ児童を養育することにより、児童の心身の健やかな成長とその自立を支援する。 

 

【６年度重点目標及び新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

入所児童やその取り巻く環境

を客観的かつ的確に把握し、個々

に応じた支援を行うため、アセス

メントの方法を見直し、新たな自

アセスメントシートを見直し、評価のポイント及び評価する

ための視点項目を加えるとともに、評価の目線合わせを行うた

め、観点及び記載方法について研修を行った。 

また、自立支援計画については、年度目標だけではなく、長



 

立支援計画を作成する。 期目標を記載することにし、さらに、児童のニーズも記載でき

るよう改訂した。 

業務継続計画（BCP）を効果的に

運用するため、具体的な事例を用

いて研修を行う。 

非常時において、担当以外の職員でも子どもたちに食事が提

供できるよう、非常食用の倉庫を設置するとともに、食品を朝・

昼・晩に分けて収納し、さらに賞味期限を確認するためのチェ

ックシートを作成した。このほか、現状を見直した BCPの内容

も含め、職員に周知を図った。 

また、８月に大雨により根城公民館に避難した後に、内部研

修会において、防災委員会を中心にその経過を振り返り、避難

の仕方などについて検証を行った。 

児童福祉施設の設備及び運営

に関する基準に基づき、社会的養

護施設に義務付けられている「福

祉サービス第三者評価」を受審す

ることにより、具体的な課題を把

握し、運営の質の向上を図る。 

第三者評価では、施設の運営・処遇について、指摘された項

目はなかったものの、ホームページを活用した施設の情報公開

や児童・保護者への文書による説明等に関して、いくつか助言

を得たことから、評価内容を職員会議で共有するとともに、助

言内容については、今後の検討課題とした。 

 

２ 健康管理 

⑴ 常に身体の清潔に留意し、週３回以上の日を定めて、身体に支障がない限り入浴させたほか、

シャワーについては、随時使用させた。 

⑵ 健康診断は、年２回内科検診及び歯科検診を行い、異常がある児童については、医師の指

示に従い受診させた。 

 

３ 苦情への対応及び虐待防止 

 ⑴ 苦情への対応 

    施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を設置

するとともに第三者委員を選任し、児童及び保護者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するた

めの体制を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、児童等に周知を図った。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

 

      令和６年度苦情受付数  ０件 

 

 ⑵ 虐待防止 

    浩々学園虐待防止対応要綱に基づき、虐待防止対応責任者及び虐待防止受付担当者を設置す

るとともに、第三者委員３名を選任し、虐待を防止するための体制を整備した。 

また、児童の心身の安全と人権の保護に努めた。 

 

令和６年度虐待受付数  ０件 

 

４ 施設サ－ビス評価 

入所児童の健全育成のため、日常の生活指導・施設の機能等について自己評価し、改善すべき 

課題を明確にして、今後の施設運営の質の向上を図った。 

 

５ 安全管理 

⑴ 施設・整備の自主定期点検と保守管理に努めた。 



 

⑵ 消防計画に基づき、年２回の総合防災訓練と毎月１回の避難訓練を実施した。 

⑶ 防災機器、厨房ガス器具などの定期点検、整備を実施した。 

⑷ 警察官立会いのもと、刺股を使用した不審者対策避難訓練を実施した。 

⑸ 全職員を対象に AED（自動体外式除細動器）を使用した心肺蘇生法等応急手当講習を実施した。 

⑹ 食事の提供に関わる栄養士に対し、毎月１回(赤痢菌・腸管出血性大腸菌群・サルモネラ菌・ 

腸チフス菌・パラチフス菌)の定期検便のほか、ノロウイルス流行時期の 10月から３月までの６ 

か月間における検便を実施し、食中毒や感染症の発生防止に努めた。 

⑺ 自然災害が発生した場合においても、安定的・継続的にサービスが提供できるよう業務継続 

計画（BCP）に基づき、研修及び訓練を実施するとともに、災害時に備え、必要な物品の備蓄状況

を随時確認し、補充を行った。 

 

６ 地域貢献・地域との交流等 

⑴ ボランティアの受け入れ 

    屋外活動や慰問活動、子どもの遊び相手などボランティアの受入れを行った。 

ボランティア所属先 実 習 内 容 期 間 人数 

ビッグウーマン 園内環境整備 11月 25日 7 

 

⑵ 実習生の受け入れ 

   保育士及び社会福祉士等の現場実習を受け入れ、福祉の人材育成に努めた。 

実習生所属先 実 習 内 容 期 間 人数 

仙台青葉学院 保育実習 5月 27日～6月 7日 2 

尚絅学院大学 保育実習 6月 10日～6月 21日 2 

東北福祉大学 保育実習 6月24日 ～7月 5日 2 

仙台医療福祉専門学校 保育実習 7月 8日～ 7月19日 1 

仙台リゾート＆スポーツ専門学校 保育実習 7月29日～ 8月 9日 1 

函館短期大学 保育実習 9月12日～ 9月27日 1 

仙台こども専門学校 保育実習 9月30日～10月11日 1 

盛岡短期大学部 保育実習 11月 1日～12月10日 2 

仙台幼児保育専門学校 保育実習 11月 5日～11月16日 1 

八戸学院大学短期大学部 保育実習 1月20日～ 3月 7日 9 

合 計  22 

 

⑶ 地域との交流・連携等 

   学校、児童相談所との情報交換を行い、昨年度に引き続き関係機関との連携を図った。 

月 日 内   容 場 所 

7 22 情報交換会（根城小学校） 根城小学校 

8 7 八戸児童相談所訪問調査受け入れ 園内 

9 4 情報交換会（根城中学校） 根城中学校 

3 5 情報交換会（根城小学校） 根城小学校 

3 18 情報交換会（根城中学校） 根城中学校 

年 8回 三水会（根城田面木地区青少年生活指導者協議会） 根城公民館 

⑷ 里親支援専門相談員を配置し、県内の里親及び里親会の支援に当たった。 

里親委託対象児童支援  0件 

 

里親支援専門相談員会議に出席したほか、里親への電話・面談にて相談業務を行った。 

月 日 内   容 場 所 

4 11 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 



 

19 里親関係者連絡会議 三沢市 

27 青森県里親連合会総会／子育て支援フォーラム 青森市 

5 

9 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

19 県南里親会総会 八戸市 

31 里親支援専門員会議 青森市 

31 里親支援専門相談員会議/委託推進委員会 青森市 

6 

9 ひまわりサロン 八戸市 

10 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

24 里親関係者会議 八戸市 

28 里親更新研修 八戸市 

7 

6 ひまわりサロン 三沢市 

8 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

19 里親関係者連絡会議 八戸市 

28 里親親子レクリエーション 北上市 

9 

2 里親支援専門員会議 七戸町 

9 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 青森市 

12 里親関係者連絡会議 八戸市 

20 里親専門相談員会議 青森市 

10 

7 養育里親・登録前里親 基礎研修 八戸市・十和田市 

11 ひまわりサロン 八戸市 

15 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

18 養育里親・養子縁組里親 登録前研修 八戸市 

19 里親関係者連絡会議 八戸市 

21 里親連合会交流会 青森市 

24 養育里親・養子縁組里親 登録前研修 八戸市 

27 里親登録前研修 施設実習 園内 

11 

9 里親会りんご狩り 八戸市 

11 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

16 ひまわりサロン 八戸市 

25 里親関係者連絡会議 八戸市 

12 

1 里親普及啓発研修・里親研修会 八戸市 

6 ひまわりサロン 八戸市 

9 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

1 
20 里親関係者連絡会議 八戸市 

25 県南里親サロン（新年の集い） 八戸市 

2 
10 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

21 里親関係者連絡会議 十和田市 

3 

4 里親支援専門相談員会議/委託推進委員会 青森市 

10 県南里親サロン（ぽかぽかサロン） 八戸市 

16 ニコニコサロン 十和田市 

随時 入所児童及び一時保護児童からの里親に関する質問等へ対応件数 7件  

 

７ 年間行事の実施状況 

月 日 内   容 場 所 

4 17 避難訓練（総合訓練） 園内 



 

5 3 朝市見学 市内 

5 22 避難訓練（消火・避難） 園内 

6 7 日帰り旅行（幼児） 仙台アンパンマンミュージアム 

6 19 避難訓練（消火・避難） 園内 

6 22 530運動 園周辺 

6 29 日帰り旅行（小・中学生） 浅虫水族館 

7 29 避難訓練（総合訓練） 園内 

7 30 青森県児童養護施設交流会 青森市民体育館 

8 1 三社大祭見学 市内 

8 18 八戸花火大会観覧 市内 

8 20 ラグビー教室 園庭 

8 20 児童性教育（高校生） 八戸市総合福祉会館 

8 21 避難訓練（総合訓練） 市内 

8 22 ラグビー教室 園庭 

8 23 児童性教育（小学生・中学生） 園内 

8 23 夜間想定避難訓練（風水害） 園内 

8 26 ラグビー教室 園庭 

9 18 避難訓練（消火・避難） 園内 

10 6 収穫祭 園内 

10 16 避難訓練（地震・避難） 園内 

11 20 避難訓練（地震・避難） 園内 

11 27 不審者対応避難訓練 園内 

12 18 避難訓練（消火・避難） 園内 

12 24 クリスマス会 本園 

1 29 夜間想定避難訓練 園内 

1 15 避難訓練（総合訓練） 園内 

2 11 バレンタインチョコづくり 園内 

2 19 避難訓練（消火・避難） 園内 

3 8 卒園式・卒業を祝う会 八戸プラザホテル 

3 17 ラグビー教室 市内 

3 19 避難訓練（消火・避難） 園内 

随時 チーム外出 園内 

 

８ 寄附の状況  

寄附申込者 寄附目的・品名 金額 受領年月日 

福田貴博 現金 10,000円 令和6年4月1日 

木梨サイクル 衣類 ― 令和6年4月19日 

八戸ゴルフライオンズクラブ 現金 105,920円 令和6年4月26日 

福田貴博 現金 10,000円 令和6年4月30日 

福田貴博 現金 10,000円 令和6年6月1日 

匿名 現金 10,000円 令和6年6月5日 

(株)フォート 現金 50,000円 令和6年6月6日 

黎明の会 現金 70,500円 令和6年7月31日 

青森県柔道整復師会 現金 50,000円 令和6年8月18日 



 

イトーヨーカドー労働組合八戸沼館支部 現金 11,000円 令和6年8月28日 

匿名 現金 10,000円 令和6年9月4日 

上村靖助 現金 100,000円 令和6年9月20日 

福田貴博 現金 10,000円 令和6年10月11日 

(株)マルヌシ 現金 100,000円 令和6年10月31日 

匿名 現金 50,000円 令和6年10月31日 

黎明の会 現金 38,000円 令和6年11月29日 

川村和雄 現金 100,000円 令和6年12月2日 

24時間テレビ グルメカード 100,000円 令和6年12月3日 

匿名 現金 10,000円 令和6年12月5日 

八戸北ロータリークラブ 図書カード 25,000円 令和6年12月11日 

永野篤子 現金 50,000円 令和6年12月11日 

(株)NTTドコモ 現金 40,000円 令和6年12月13日 

大山修市 現金 100,000円 令和6年12月16日 

日本児童養護施設財団 現金 60,000円 令和6年12月20日 

フルタイムシステム クリスマスプレゼント ― 令和6年12月22日 

24時間テレビ 図書カード 100,000円 令和6年12月24日 

株式会社平設備 現金 500,000円 令和6年12月24日 

吉田 裕 現金 15,000円 令和6年12月25日 

根城隆幸 現金 50,000円 令和6年12月27日 

清川クリニック 現金 14,000円 令和6年12月31日 

(株)マルヌシ 現金 10,000円 令和6年12月31日 

有限会社八戸サッシ工業 ﾌﾞﾙｰﾚｲﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰ ― 令和7年1月13日 

匿名 現金 10,000円 令和7年3月3日 

東北遊技機商業組合 現金 50,000円 令和7年3月7日 

日本児童養護施設財団 現金 50,000円 令和7年3月10日 

24時間テレビ グルメカード 200,000円 令和7年3月13日 

一般社団法人 親切会東北支部 
洗濯機、二層式洗濯

機、布団乾燥機 
135,011円 令和7年3月17日 

竹内正弘 現金 300,000円 令和7年3月18日 

八戸市課長補佐会 現金 485,819円 令和7年3月26日 

24時間テレビ GU商品券 200,000円 令和7年3月28日 

 

９ 業務体制（定員 25人） 

○人員に関する配置基準（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第 42条） 
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○職員配置（単位：名） 

※（ ）は嘱託 

 

10 入所者の状況（令和 7年 3月 31日現在） 

⑴ 学年別状況 

 ※退所児童 6人、入所児童 6人 

 

⑵ 月初日別入所状況 

 4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

人数 22 21 21 20 20 20 21 20 20 20 20 20 

 

小 菊 荘 

 

〔施 設 の 種 類〕 母子生活支援施設  

〔定 員〕 16世帯（暫定 14世帯） 

〔所 在 地〕 八戸市根城五丁目 4番 9号 

〔建 設 年 月 日〕 昭和 48年 3月 31日(移転) 

〔事業開始年月日〕 平成 21年 4月 01日 

〔施 設 の 概 要〕 敷地   1,570.48㎡ 

建物   鉄筋コンクリート造 2階建 

延床面積 1,104.72㎡ 

付属建物 物置 54.00㎡ 

 

１ 事業運営の基本方針 

⑴ 母子を共に入所させ、その私生活を尊重しながら自立を促すため、家庭や稼働状況を踏まえな 

がら就労、家庭生活、児童の養育に関する相談に応じ、助言、指導を行うとともに、関係機関と

の連絡調整等を行う。 
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区分 幼児 小学生 中学生 高校生 その他 合計 

男 子 2 3 1 5 1 12 

女 子 0 7 2 0 1 10 

合計 2 10 3 5 2 22 



 

⑵ 必要に応じ地域住民や地域団体等との交流に努める。 

 

【６年度重点目標及び新規取組事項の実施状況】 

重点目標・新規取組事項 実  施  状  況 

記録管理システムを導入し、記録業務

の効率化及び情報共有を図るとともに、

職員の支援時間の確保とサービスの質の

向上を目指す。 

記録管理システムの導入により、生活の記録とケース

記録が一元化され、職員間の情報共有が円滑に行われ、

業務の効率化につながった。また、児童の見守りや入所

者の相談対応など、よりきめ細やかな支援を行うことが

できるようになった。 

他の母子生活支援施設と合同で困難事

例への対応や専門知識の習得を目的とし

た研修会を開催し、職員の専門性向上を

図る。 

県内の母子生活支援施設と合同で、困難事例について

の事例検討を行った。様々な問題を複合的に抱える世帯

への支援の例や対応の仕方を講師に学び、個々の職員の

スキル向上を図った。また、他施設との情報交換を行い、

支援上の悩みを共有することで、新たな解決策を見いだ

すことができた。 

 

２ 健康管理 

⑴ 嘱託医による健康診断、歯科検診を年２回実施し、異常がある者については、医師の助言を受

け指導を行った。 

⑵ 常に身体の清潔に留意し、毎日、時間を定めて入浴を提供した。 

⑶ 食中毒及びインフルエンザ予防月間にはポスターを貼り出し、また常会等で呼びかけを行うと

ともに、予防接種について周知し、感染症予防に努めた。 

 

３ 苦情への対応 

施設利用者等の苦情解決制度実施要綱に基づき、苦情解決責任者及び苦情解決受付担当者を設

置するとともに第三者委員を選任し、入所者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するための体制

を整備した。また、施設内に苦情解決の仕組みを掲示し、入所者等に周知を図った。 

なお、第三者委員に対し、報告会（現状報告、情報交換等）を実施した。 

    

令和６年度苦情受付数  ０件 

 

４ 施設サービス評価 

 施設が行うサービスに関して職員個々が自己評価を行い、改善すべき課題を明確にした。日常

生活支援サービスの項目の中で、料理などの家事支援の方法等に課題が見つかり、今後の課題と

し取り組むこととした。 

 

５ 安全管理 

⑴ 毎月１回、入所者の避難訓練を行うとともに、消火器やその他の防災設備について自主点検を 

 実施した。また年２回、不審者対応訓練を行った。 

⑵ 年２回、居室内安全点検を実施し、不良箇所について各世帯に注意喚起を促した。 

⑶ 施設機能強化推進費加算の総合防災対策事業を利用し、警備会社と火災監視サービス及び非常

通報サービスの委託契約を継続した。また、玄関に設置されたモニターカメラ、カメラ付きイン

ターホン・暗証番号付き電子錠、施設外周に設置したフェンス・防犯カメラで警戒を行う等、不

審者侵入対策を行った。 

 

６ 地域貢献・地域との交流 



 

⑴  実習生の受入れ 

  実習生を積極的に受け入れ、人材育成に努めるとともに、専門職養成に寄与した。 

所 属 等 実 習 内 容 期       間 人数 

東北福祉大学 ソーシャルワーク実習Ⅱ 5月 27日～6月 28日 1 

仙台青葉学院短期大学 保育実習 5月 27日～6月 7日 1 

東北福祉大学 ソーシャルワーク実習Ⅱ 7月 1日～8月 2日 2 

青森県立保健大学 ソーシャルワーク実習Ⅱ 10月 28日～11月 22日 1 

仙台幼児保育専門学校 保育実習 11月 5日～11月 16日 1 

岩手県立大学 ソーシャルワーク実習Ⅰ 11月 20日～11月 29日 2 

東北福祉大学（通信教育部） ソーシャルワーク実習Ⅰ 1月 14日～1月 23日 1 

八戸学院大学短期大学部 保育実習 2月 10日～2月 20日 1 

合 計 10 

 

⑵ 地域との交流・連携等 

月 日 内   容 場 所 

5 
12 こども会清掃活動 施設周辺及び近隣公園 

30～31 職員清掃活動 施設周辺及び近隣公園 

9 29 こども会清掃活動 施設周辺及び近隣公園 

10 17～18 職員清掃活動 施設周辺及び近隣公園 

年 8回 三水会（根城田面木地区青少年生活指導者協議会） 根城公民館 

 

７ 年間行事の実施状況 

月 日 行 事 内 容 場 所 

4 8 進級・進学祝い（全世帯） 施設内 

6 16 児童ボウリング会 市内 

7 27 こども夏祭り 市内 

8 20 前期誕生会 施設内 

10 31 ハロウィン・ハロウィン 施設内 

11 10 根城城址散策 市内 

12 13 クリスマス会 施設内 

1 11 後期誕生会 施設内 

2 3 豆まき会 施設内 

 

８ 寄附の状況 

寄附申込者 寄附目的・品名 金 額 受領年月日 

一般社団法人ﾊﾞﾝｸﾌｫｰｽﾏｲﾙｽﾞ 
化粧品等詰め合わせ 

不織布マスク 
― 令和 6年 5月 2日 

八戸赤十字病院 衣類 ― 令和 6年 5月 22日 

道尻 誠助 米 250キロ ― 令和 6年 11月 6日 

ロクシタンジャポン株式会社 化粧品等詰め合わせ ― 令和 6年 11月 24日 

一般社団法人ﾊﾞﾝｸﾌｫｰｽﾏｲﾙｽﾞ 化粧品詰め合わせ ― 令和 6年 12月 13日 

八戸赤十字病院 衣類 ― 令和 6年 12月 16日 

八戸三菱会 ケーキ ― 令和 6年 12月 24日 

 



 

９ 業務体制（定員 16世帯）（令和 7年 3月 31日現在） 

○人員に関する配置基準（児童福祉施設最低基準第 27条） 

基
準
合
計 

施
設
長 

母
子
支
援
員 

少
年
指
導
員 

調
理
員
等 

※
１ 

嘱
託
医 

 
 加

算
配
置 

個
別
対
応
職
員 

入
所
児
童
（
者
）
処
遇
特
別
加
算 

学
習
指
導
費
加
算
対
象 

少
年
指
導
員
兼
事
務
員
加
算 

10 1 2 1 1 1  1 1 1 1 

※１ 調理員等は調理員又はこれに代わるべき者を置かなければならない。 

 

○職員配置 

配
置
合
計 

施
設
長 

母
子
支
援
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少
年
指
導
員
（
兼
事
務
員
） 

調
理
員
等
（
少
年
指
導
員
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別
対
応
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嘱
託
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科
・
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科
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員 

児
童
指
導
員
（
学
習
指
導
担
当
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11 1 2 1 1 1 （2） 2 1 

※（ ）は委託 

 

10 入所者の状況 

⑴  入所世帯数 11世帯 30名（令和 7年 3月 31日現在） 

⑵ 入所人員                               （単位：名） 

性 別 3才未満 3才以上 小学生 中学生 高校生 母 合 計 

男 1 1 7 0 1 ― 10 

女 0 3 4 1 1 11 20 

合計 1 4 11 1 2 11 30 

⑶ 母親の年齢 

年齢 18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 合計 

人数 0 0 2 5 3 1 0 11 

⑷ 世帯の構成 

世帯構成 2人 3人 4人 5人 合 計 

世帯数 6 3 1 1 11 

⑸ 現入所者の在籍年数 

平均在籍年数 最長年数 最短年数 

5年 4ヶ月 12年 4ヶ月 4ヶ月 



 

⑹ 施設利用状況 

①各月の利用世帯数・人員 

年 月 
初日在籍 月間入所 月間退所 

世 帯 人 員 世 帯 人 員 世 帯 人 員 

 令和 6年  4月  12 ( 4) 30 ( 10) 0( 0) 0( 0)   0( 0) 0( 0) 

  5月  12 ( 4) 30 ( 10)  1( 0)  5( 0) 1( 0) 4( 0) 

6月  12 ( 4) 31 ( 10) 0( 0)  0( 0) 0( 0) 0( 0) 

7月  12 ( 4) 31 ( 10) 0( 0) 0( 0) 0( 0) 0( 0) 

08月  12 ( 4) 31 ( 10) 1( 0)  2( 0) 0( 0) 0( 0) 

09月  13 ( 4)  33 ( 10)   0( 0)  0( 0) 0( 0) 0( 0) 

10月  13 ( 4) 33  ( 10) 0( 0) 0( 0) 0( 0) 0( 0) 

11月  13 ( 4) 33 ( 10) 1( 1) 4( 4) 0( 0) 0( 0) 

12月  14 ( 5) 37  ( 14) 0( 0) 0( 0) 1( 0) 2( 0) 

令和 7年  1月  13 ( 5) 35  ( 14) 0( 0) 0( 0) 1( 0) 2( 0) 

2月  12 ( 5) 33  ( 14) 0( 0)  0( 0) 0( 0) 0( 0) 

3月  12 ( 5) 33  ( 14) 0( 0)  0( 0) 1( 0) 3( 0) 

合計 150 (52) 390  (136) 3( 1) 11( 4) 4( 0) 11( 0) 

※( )内は広域分 

 

②就労・子育て支援状況 

種  別 内   容 
延件数 

幼 児 児 童 

病児対応 

見守り 2   0   

早退対応 0   0   

通院代行 4   2   

その他 0   0   

母親就労時対応 

見守り 0   2   

保育園・学校への送迎 0   32   

母の求職活動 0   0   

保育園・学校行事代行 0   0   

母の用事・体調不良

時対応 

見守り 47   23   

保育園・学校への送迎 1   63   

保育園・学校行事代行 0   0   

被虐待児童への対

応 
保育園・学校への送迎  174    271   

小 計 228   393   

合 計 621 

 


